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議 事 日 程  （第３号） 

 

令和２年３月４日（水）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．17番 神谷 里枝 

                   ２．１番 柴田 一雄 

                   ３．９番 楠  浩幸 

                   ４．18番 二橋 益良 

                   ５．７番 土屋 和幸 

                   ６．２番 加藤 治司 
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午前10時00分 開議 

○議長（加藤弘己） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

 ここで、副議長より挨拶を申し上げます。 

  〔副議長 竹内祐子登壇〕 

○副議長（竹内祐子） おはようございます。副議

長の竹内祐子でございます。皆様にはいつも市議会

に関心をお寄せいただき、ありがとうございます。 

 初めに、新型コロナウイルス感染拡大防止のため

に、本会議等の傍聴自粛のお願いに御協力をいただ

いておりまして、ありがとうございます。本日は中

継映像をごらんいただいております皆様に、議会を

代表してお礼を申し上げますとともに、一言御挨拶

を申し上げます。 

 新型コロナウイルスの感染対策としては、食事、

運動、睡眠などの生活習慣を整え、免疫力を下げな

いように心がけることが大事だと言われております

ので、皆様にも体調に気をつけていただければと思

います。 

 ことしは、浜名湖でノリの養殖が始まってから

200年という節目の年だそうです。特産の浜名湖の

ノリが特許庁の地域団体商標に登録されたという記

事を目にいたしました。浜名湖で養殖するのは、主

に青ノリです。滑らかな口当たりと豊かな磯の香り

と深い緑色が特色です。黒ノリとまぜ、板ノリとし

ても使用されております。私の子供のころは、市内

にもノリ養殖をされている方がおりました。湖西の

ノリは黒、浜名湖のノリは青ノリと聞いた覚えがあ

ります。 

 浜名湖はエビやカニ、アサリ、カキ、ノリと私た

ちに豊富な海の幸を与え、また美しい風景で心を癒

してくれる宝です。これからも私たちの手で浜名湖

を守りながら、地域経済の活性化に努めていきたい

と改めて感じました。 

 さて、湖西市議会では平成27年４月に湖西市議会

基本条例を施行し、その条例のもとで「市民が主役

で、活発な議論をする、見える議会」を目指してま

いりました。望ましい議会のあり方について、いろ

いろ議論を重ねてきています。議会報告会の開催や、

議会だよりの発行で、市民の皆様に市政に関心を高

めていただけますように努力しているところであり

ます。 

 議会活性化推進特別委員会では、高校生との意見

交換を行いました。若者に市政に興味を持ってもら

い、その意見を反映しようと、３年前から毎年市内

２つの高校と開いております。新居高校生とは「こ

んなまちに住んでみたい」をテーマにして、高校生

との意見交換をしました。「外国人のための日本語

学習センターが欲しい」、「市や議会と一緒にイベ

ントなどができるといいな」など、貴重な意見をい

ただきました。議会としては、この貴重な意見を市

政につなげていけるように取り組んでいかなければ

なりません。 

 今定例会では、16人の議員が一般質問をいたしま

す。質問は、病院経営、高齢者移動支援事業、交通

安全対策、新型ウイルス等の対策、行財政改革、浜

名湖の漁業振興施策と観光、防災・減災対策等です。

質問は、市の行政全般から地域での住民生活に密着

していることなどさまざまです。安心・安全で、住

んでよかった湖西市を目指して行われます。お時間

の許される限り視聴していただけますようにお願い

申し上げ、私の挨拶とさせていただきます。本日は

まことにありがとうございました。 

○議長（加藤弘己） 挨拶は終わりました。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりでござい

ます。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 今回、16名の議員の一般質問が通告されておりま

す。一般質問の日程を本日から３日間予定しており

ますので、本日６名、５日に５名、６日に５名の一

般質問を行うことといたします。予定された３日間

の日程で全ての一般質問が終えられるよう、質問者

及び答弁者の御協力を強くお願い申し上げます。 

 本日の質問順序は、受け付け順により、１番、神
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谷里枝さん、２番、柴田一雄君、３番、楠 浩幸君、

４番、二橋益良君、５番、土屋和幸君、６番、加藤

治司君と決定いたします。 

 初めに、17番 神谷里枝さんの発言を許します。

それでは17番 神谷里枝さん。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝。通告に従い

まして一般質問を行います。 

 まず最初に、病院経営についてであります。 

 平成30年の12月定例会で行いました一般質問での

答弁を初め、それぞれの議員が幾度となく質問が繰

り返される中、湖西市にとってどのような地域医療

を提供すべきか検討・実施され、少しずつではあり

ますが、改革が進んでいると感じております。 

 しかし、突然の厚労省による統廃合の発表や操出

金の問題、人材不足など、不安要素が山積の中、病

院事業管理者が着任され３年目に突入いたしました。

そこで、今までの成果と今後の病院経営における方

策をお聞きします。 

 市民の安全・安心を守るための持続可能な地域医

療体制を確保する目的です。 

 質問１。医師と看護師確保に向け、どのような動

きをとったのか、実績をお伺いします。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

  〔病院事業管理者 杉浦良樹登壇〕 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えをいたしま

す。 

 医師の確保につきましては、例年、浜松医科大学

を訪問し、医師の派遣を要請しているところであり

ます。医師を派遣していただくことは容易なことで

はありませんが、昨年、令和元年10月に外科の大貫

医師を副院長として増員することができました。こ

れにより、さらに近隣病院との連携強化を進め、医

師確保に努めてまいります。そのほかには、他大学

への働きかけや外部業者へのあっせんの依頼をして

おりますが、残念ながら招聘には結びついておりま

せん。 

 看護師の確保につきましては、年間を通して、看

護学校や求人センターなどの訪問、看護学校での就

職説明会へ参加し、その中では看護学生への修学資

金の貸与制度のＰＲもしております。そのほかの求

人活動として、インターネットの活用、広報こさい

や病院広報きずなへの掲載、院内や市内施設への求

人チラシの掲示、院内での就職相談会の開催などの

ほか、退職した看護師へのアプローチや同業ナース

への友人・縁故関係者への勧誘、外部業者への依頼

など、事務部だけでなく、看護部とも連携し、積極

的に確保に向けた活動を展開しております。以上で

す。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 実績をお伺いしますと通告し

てあります。１年間、平成30年度で結構ですので、

実際、何回ぐらい浜松医大、また他の大学などを訪

問されたのかお伺いします。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） まず、浜松医科大

学の医師の招聘のほうですが、こちらに関しては年

間、最低２回、あと事あるごとに一、二回ほど出向

いております。それから、看護師の確保の方策のほ

うですが、こちらのほうは看護学校への訪問が６月、

７月、２月、全部で16件。高等学校のほうには、こ

れは看護助手のほうになりますが、今年度は２月に

２件、ナースセンターの訪問に関しては２件でござ

います。あとは企業主催の就職説明会へのブース設

置が２回。看護学校主催の就職説明会へのブース設

置が１回の予定ですが、これは今、コロナウイルス

等で開催のほうが危ぶんでおりますので、ほぼ中止

になるんではないかというふうに思われます。 

 ちなみにですが、主な看護学校のほうですが、浜

松・豊橋にある市立看護学校、それから浜松医科大

学、豊橋創造大学、常葉大学、静岡県立大学、静岡

医療科学専門大学校、聖隷クリストファー大学等が

挙げられます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 市長、どうぞ。 

○市長（影山剛士） 済みません。今の実績という

ところだったので、別に病院事業管理者の言ったと

おりなんですけれども、正式に行ったのはそのとお

りで、当然ながらそれ以外で、例えば浜松医大でい

えば、今野学長とかはさまざまな会合等にも御一緒

することが多いので、そこで立ち話も含めて、そこ
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は非常に正式な要請に加えて、今回の大貫先生もそ

うですけれども、さまざまな場面で顔を合わせる機

会が多いということが、こういった、非常に厳しい

中ですけれども、ドクターの招聘、増員ということ

にはつながってると思いますし、他大学で、具体的

に前も申し上げましたけど、名市大、名古屋市立大

学だとか、東京のその他大学も含めて、事あるごと

にここは今泌尿器科が少ないので、腎臓内科からと

いうようなお話はさせていただいてます。もちろん

これは湖西病院だけではなくて、全体的に苦しい、

産婦人科も含めてですけれども、苦しい状況ですけ

れども、ここは何回というのは、やや、数えるには

さすがに数え切れないんですけれども、随時そうい

った正式要請以外にも行っているということは、湖

西病院と一体で行っているということは御承知おき

をいただければと思います。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 市長にお聞きしようと思って

ましたが、先に答弁をいただきましたので、この件

につきましては承知をいたしました。 

 では、２番目の質問に移ります。 

 医師と看護師で定年を迎えられる方の今後の推移

と人員確保の対策をお伺いします。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 定年退職の年齢は、現在のところ医師は65歳、看

護師は60歳です。 

 令和元年年度末の定年退職者を含めた今後の推移

につきましては、令和元年度及び令和２年度末は医

師・看護師ともありません。令和３年度末の対象者

は医師が１名、看護師はありません。令和４年度末

の対象者は医師が３名、看護師が１名、令和５年度

末の対象者は医師・看護師ともにありません。 

 退職に伴う人員の確保に関しましては、先ほどお

伝えしました採用活動を地道に根強く続けることと、

また、医師についても近隣の医療機関との連携を強

めていくことを考えており、こうした取り組みの中

で人材の確保に努めてまいりたいと考えております。 

 看護師についても、年次有給休暇の取得推進を行

うなど、職場環境を改善していく中で、離職者を出

さないといった取り組みも進めてまいりたいと考え

ております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。令和

元年度から今年度までは定年退職のドクターはいま

せんよ。大きなのが令和４年に３人の方が定年を迎

えられるということで、ここへの対策が必要になっ

てくると思いますので、先ほど市長からも答弁をい

ただきましたけども、正式要請も含め、さまざまな

機会で医師、看護師さんもそうですけども、確保に

努めていただきたいと思います。ありがとうござい

ます。 

 では、３番目の質問に移ります。 

 血液透析センターの今後の動向についてお伺いし

ます。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 透析センターでは、現在48名の患者さんが通院を

しております。透析の医師は、泌尿器科の常勤医師

１名と、毎週水曜日と金曜日は腎臓内科の非常勤医

師３名の応援をいただいて対応しております。この

非常勤３名というのは、水曜日、金曜日に１名ずつ

なんですが、水曜日に関しては交代で医師がかわる

ものですから、延べとして３名の医師が担当してい

るということでございます。 

 ４月からは浜松医科大学の腎臓内科から非常勤医

師を追加派遣することになっておりまして、毎週月

曜日にも応援いただく体制になる見込みでございま

す。 

 今後も医師の確保に努めながら、透析を必要とす

る市民のために、継続していく所存でございます。

以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。現在

48名の方が利用されていて、医大のほうからもさら

に１人、この４月からですか、担当の方を、腎臓内

科の方を派遣していただける、そこをいま一度、確

認させてください。 
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○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 先ほども今申し上

げたとおりですが、水曜日と金曜日に腎臓内科の医

師が浜松医大から来て、今現在実施をしております。

ずっと応援のほうの要請をしておりましたですが、

４月から、次年度から、月曜日に関しても一日来て

いただいて、午前・午後の患者さんは月水金をやっ

ておりますので、そこにまた応援をいただくので、

常勤の泌尿器科医師の負担が少し軽くなるという状

況でございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、来年度に入り

ましても常勤のドクター１名と非常勤３名の方で透

析センターのほうの運営は行っていけれるというこ

とで、再度確認させていただきたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 今おっしゃられた

非常勤が３名というところなんですが、まだ誰かと

いうのがはっきりしておりませんので、それが延べ

として３名、今来ている先生になるのか、それとも

もう一人新たに追加で新しい先生が来るのかは、ち

ょっと今現在ではわかっておりません。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 済みません、ありがとうござ

います。血液透析センターというのは、生活習慣病

の関係からもどうしても今後も必要になりますし、

また病院経営にとってはこの血液透析センターの医

業収益は占める割合が大きいと思いますので、しっ

かりと安定した医療提供ができるようにお願いした

いと思います。ありがとうございます。 

 では、４番目の質問に移ります。 

 委託料の見直しなど経費削減を行い、令和元年度

は前年度より10％削減することを目標とのことであ

りましたが、成果は得られているのか、お伺いしま

す。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えを申し上げ

ます。 

 経費節減の取り組みとして、改革プランで検討す

るとした清掃業務、施設管理業務、給食加工業務な

ど、５つの業務において、業務内容や経費内訳の見

直しを行いました。 

 特に効果の大きかったものは清掃業務で、清掃す

る箇所や回数などを見直した結果、委託料を平成30

年度より26.7％削減することができました。 

 これら５つの業務の見直しにより、平成30年度支

出額と令和元年度支出額での成果は、2,970万円の

削減、削減率は14.1％となり、目標を上回る見込み

です。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。５業

務の見直しを行っていただいて、その中で特に清掃

関係は26.7％ぐらいの削減ができたということで、

やはりこれは本当に改革を進めるんだという意気込

みがあらわれてきているのではないかと思います。 

 その中で、前福祉教育委員会からも附帯決議がつ

いたときの確認事項の中で、給食業務についてとい

う意見交換があったと思いますけども、給食業務に

ついてはどのような見直しが行われたんでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 給食業務については、２つ、いわゆる食材と、そ

れから加工費という格好で、２つの契約で成り立っ

ておりました。加工費のほうが３年契約の中でやっ

ておりまして、その最終年度を迎えたものですから、

そこのところで試算をしていくと、患者数が少し、

正確な数字ではないんですが、130名程度、そのと

きはまだ３病棟で動いてたというところがあったの

で、130名程度の入院患者さんがいないと赤字にな

るような契約だったものですから、そこのところを

交渉しながらいって、現在は前回よりも11％ほど削

減ができております。 

 ただ、給食に関しては、今非常に厳しい状況があ

りまして、福祉施設等が結構建ってきていて、どこ

も値上げとか人材確保ができないということで、降

りたいという状況が結構この地方であるもんですか

ら、その中でなかなか厳しい交渉ができていかない

という現実があったものですから、今回11％それで

も下がったので、今のところはよしとして、今後ま
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た検討していかなければいけない分野だと思います。

以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。病院

事業管理者がお見えになって、いろいろこういった

ことに着手していただいてることに本当に感謝申し

上げます。 

 では、５番目の質問に移ります。 

 地域包括ケア病棟開設に向け、関係職員などとの

情報共有はどのように図られているかなどを含め、

進捗状況をお伺いします。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 病院経営の方向性や改革の進め方については、経

営会議や管理会議等で職員全体に伝わるようにして

おります。 

 地域包括ケア病床の病棟化に向けた取り組みにつ

いては、院内の意思統一や配置などの調整が重要で

あることから、関係各部署を集めてのプロジェクト

チームにより検討をしております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 包括ケア病棟開設に向けて、

来年度ぐらいからプロジェクトチームの立ち上げを

行っていくという解釈でよろしいんでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 病床化は始まった

ものですから、その病棟化が本当に経営的にも、そ

れから働く人たちにとっても、いい方向になるのか

という検討も含めながら、既にことしに入ってから

プロジェクトチームのほうは活動を進めております。

ただ、４月に診療報酬改定がございますので、それ

に向けて、内容がまたどういったことが有利になる

かというところも含めて、その情報の収集のほうも

今しているところでございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。既に

プロジェクトチームを立ち上げて、いろいろ検討さ

れているということですけども、とりあえず病院側

としての病棟としての開設計画は何年ぐらいをめど

に考えてらっしゃいますか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 地域包括ケア病床

のときには、昨年度というところで目標をもって、

本来であれば４月、５月ぐらいということで動いて

いたんですけれども、届け出の条件だとか、今まで

のやっていたことの内容を届け出なければいけない

というところがあったので、少しおくれて６月にな

ったんですが、今現在で、経営的にどういった格好

が有利なのかというところと、働く人たちにとって、

看護配置も、病棟化にすると13対１ができるもんで

すから、今10対１の看護体制でやっておりますが、

そこのところでは人数は少し少なくて済むんですが、

現実的にその患者像を見たときに、さらに看護師さ

んの負荷になってしまうと、やる意味がないという

か、また離職につながったりとかということも考え

られるので、そこら辺は丁寧に進めていこうかなと

いうふうに思っておりますので、すぐ今年度中だと

か来年早々だとかというところでの目標の日程とい

うものは、現在のところは立ててございません。以

上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。改革

プランの中にたしか病棟としての開設計画が令和４

年ぐらいと記載されていたような記憶があったもの

ですからお伺いしましたけども、今の病院事業管理

者のお考え、承知いたしましたので、理解いたしま

す。 

 また、こういった包括ケア病棟、病床開設に向け

ては、総合診療専門医なども必要になってくるかと

思いますけども、その辺についてはどのようにお考

えでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 入院患者を診ると

いうところでは、今の体制でも十分かなというふう

には思いますが、当然、そこに入院される患者さん

というのは、年齢のほう高齢化もしてくると思いま

すので、当然、家庭医と言われているような医師が

いてくださると、退院して自宅で過ごされていたと

きに急性増悪とか少し体調が悪くなったときにもす
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ぐ受け入れられる、その患者情報というものが密に

なると思いますので、訪問看護も含めたそういった

地域包括ケア病棟に向けてですが、そういった地域

包括ケアという格好で大きく見ていくという必要は

当然出てくると思いますので、その対策というもの

も考えていかなくてはいけないというふうに思って

おります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。どう

しても、私、病棟開設に向けてということでお聞き

しておりますけども、今の管理者のお答えで、本当

に慎重にこの地域包括ケアということに対して、湖

西病院としてどう対応していくかということを見き

わめていきたいと、そういうふうに解釈しました。

必ずこれ、必要になってくるものですので、しっか

りと取り組んでいただきたいと思います。 

 では、６番目の質問に移ります。 

 修繕５カ年計画を作成し、規模縮小やダウンサイ

ジングを図りながら、公共施設再配置計画との整合

性を図るとのことでしたが、進捗状況をお伺いしま

す。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 建設後30年余り経過した施設の老朽化や設備の機

能低下などが進んでいるのが現状でございます。延

命化を図るためには設備の修繕が必要となりますし、

費用もかかることから、喫緊の課題だというふうに

思っております。 

 そのため、平成30年度から令和４年度までの５年

間の修繕計画を作成し、予算の制限もあることから、

優先順位の高い修繕を計画的に進めております。 

 公共施設再配置計画では、2026年度から2030年度

までの期間に大規模改修をすると計画をしています。 

 地域医療構想において、厚生労働省の具体的対応

方針の再検証の要請を受けている当院としては、ダ

ウンサイジングを含めた連携強化の協議を進め、具

現化したいというふうに考えてございます。以上で

す。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。再配

置計画の中では今年度までが運営方法の見直しで、

第３期になりまして、今、病院事業管理者がお答え

になってるような内容となっております。 

 ここで、2020年までが運営方法の見直しを行って、

2026年からがということになりますと、この空白の

期間でさらに今後の湖西病院の位置づけとかあり方

とか、そういったことをしっかり検討して、この第

３期、公共施設再配置計画の第３期に入っていくと

いう解釈を持っていてよろしいでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 病院の中でも設備

関係の修繕５カ年計画というのが、過去につくって

あるのがございまして、それは見てはいます。ただ、

経営状況の中で設備系はかなりの高価なお金がかか

るものですから、今年度はチラー、冷房系のものを

約4,000万円かけて修繕のほうはしております。そ

ういった具合に高額なものが多いものですから、現

状の点検を含めてできる限りのことはしていきたい

というふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） お気持ちは重々承知しました

けども、やはり、まず第１期運営方法の見直しが終

了して第３期に向かっていくに当たっては、本当に

地域医療の核をなす湖西病院のあり方というものを

しっかり考え、そして大規模改修等に入っていって

いただきたいと思っております。 

 先ほども給食の話もしましたけども、御答弁もい

ただきましたけども、教育委員会の給食センターは

当面は学校給食のみを考えるというようなことも発

言があったように思っておりますので、その辺も含

めてよく連携をとっていっていただきたいなと思っ

ております。 

 では、７番目の質問に移ります。 

 スピード感のある改革プラン推進のために経営戦

略監を招聘されましたが、どのような成果が得られ

ましたか。また、次年度以降への戦略監への処遇を

伺います。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま
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す。 

 民間病院での経験が豊富にあり、医療事務や病院

運営に精通していることから、経営戦略監として山

﨑さんを招聘いたしました。まず、赴任してすぐに

院内研修会を数回開催してもらって、おおむね全て

の職員の参加を得ました。この研修会を通して、職

員に対し、病院経営に対する前向きな意識づけと第

三者の視点での湖西病院を意識することができたの

ではないかというふうに思います。 

 加えて、施設基準について、見直し検討を行い、

収益アップに寄与しております。一例を申しますと、

以前にも紹介しましたが、脳血管疾患リハビリテー

ション料というのがございまして、これについて現

有のスタッフの体制の見直しを行ったことで、年間、

おおよそではございますが、800万円ほどの増収を

図ることができております。 

 そのほか、院内の各種会議に出席をしていただい

て、会議での提案を行っているほか、制度について

の医師への報告・説明、医療現場に出向き業務内容

を確認して、指導助言をしてもらっております。ま

た、積極的に職場間の調整を行うなど、客観的視点

でつなぎの役割も果たしてもらっており、経営面に

限らず院内運営においても活躍をしていただいてお

ります。 

 経営戦略監には、令和２年度も引き続き当院で活

躍していただきたいと思っておりまして、継続依頼

を現在かけているところでございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 以前の一般質問のときに、な

かなか改革プランを進めるに当たって、病院事業管

理者一人では大変ではないかということを質問した

記憶がありますけども、今の御答弁を聞いておりま

すと、病院事業管理者の片腕となって経営戦略監も

責務を果たされている。また令和２年度も、相手の

ことですけども、お願いはしているという状況で理

解をいたしました。ぜひとも、せっかくスピードが

少し出始めてるかなと感じておりますので、先方さ

んによくお願いをして、来年度も派遣していただけ

るように御努力をお願いします。 

 では、病院につきまして最後の質問に入ります。 

 現在の改革プラン最終年度を迎えるに当たり、医

業収益をふやす対策など、今後の方針をお伺いしま

す。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 医業収益をふやす取り組みは、地域包括ケア病床、

白内障手術、施設基準の見直し及び地域連携の推進

により収益改善に努めてまいりました。今後につき

ましても、引き続き施設基準の見直しや地域包括ケ

ア病床の病棟化、近隣の医療機関との連携強化を進

め、必要とされる医療の充実と医業収益向上、中で

も入院収益のアップに取り組んでまいりたいと思っ

ております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 白内障等の手術を行っている

ということは、本当に随時報告もいただいておりま

して、よかったなと思っております。また、こうい

った白内障の手術が増えていく一方で、他の手術に

与える影響等は心配ないでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 今のところ、白内

障の手術は10分程度で終わるものですから、半日で

七、八件はできるので、特に大きな問題は起きてい

ません。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 手術をしてくださる先生とい

うのは、たしか派遣をしていただいてる先生だった

と思うんですけども、こういった医師不足の時代で

すので、湖西病院で投資しても、引き上げられてし

まうとか、そういった心配はないんでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 当初、この白内障

の手術を外部の先生にお願いしてあるというところ

に関して、少しちゅうちょのほうはしたんですが、

その医師に関しては、今、成田記念病院、豊橋市に

あるんですが、そちらのほうに就職をしている先生

で、御出身もそちらのほうだということで、私が何

かない限りは成田記念病院のほうでやるので、これ

は２年ぐらい前になりますが、継続してやらさせて
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いただきますという力強い言葉をいただいて決断を

したというのがございますので、手術をする医師に

関しては、問題というか、将来のことはわかりませ

んが、近い将来にわたっては問題なかろうというふ

うに判断のほうしております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。 

 では、訪問看護ステーションを湖西病院に持って

いってはどうかという声が前からあると思いますけ

ども、この点についてはいかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答え申し上げま

す。 

 先ほど申し上げましたように、病棟化で地域包括

ケア病棟になっていくと、それにそぐった患者さん

が入ってくると思います。となると、やはりそこか

ら在宅に変えるということが出てくるので、当然、

近くにあって、連絡が密になるほうが有利になるこ

とはあるというふうに思いますので、できるだけ近

くには置きたいというふうに思っておりますし、た

だ今までのいきさつ等もあるように聞いております

ので、そこら辺を少しずつでも改善をしていきなが

ら、できればあったほうがいいなというふうに私個

人的には思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。訪問

看護ステーションの収益が数千万上がっていて、そ

れが一般会計の中に入っていってるかなと思います

ので、やはりできれば病院さんのほうで一緒にやっ

ていただけるとありがたいかなと思ってますが、こ

れ、病床のままだったら余り積極的には考えないと

いうことですか。ケア病床のままだったら現状のま

までいきたいというお考えでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 病床、病棟、どち

らでも構わないんですが、当然それを利用される方

は、どちらにしてもあるというふうに思いますので、

人数の差は出てくるかとは思いますけども、その近

くにあったほうが有利ではないかというふうには思

っておりますので、ただ、どういった流れでやるの

かとか、業務上の問題がまだ正確につかんでいない

ので、そこら辺を考えながら検討したいというふう

に思います。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 承知しました。 

 それから、改革プラン、令和２年度までですね。

それ以降についてはこの改革プランについての考え

方というのはどのようにお考えなんでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えします。 

 地域医療構想の中で、先ほども申しましたが、指

摘のほうされている医療機関になっております。そ

れをことしの９月、今の現段階ではですが、９月に

方針を提出しなさいということがあります。そうい

うこともございまして、連携を強化していくという

ことを前面に出すということと、一般病棟から地域

包括ケア病室もつくっておりますので、そういった

急性期から回復期への少し医療転換もする部分も含

めての内容で検討しております。そういったことを

もう一度ブラッシュアップするというか、そういう

格好での構想のほうは、提出もありますので、素案

のほうはつくっていきたいというふうには考えてお

ります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そういったときに、今ありま

す改革プラン評価委員会とかそういった組織はどの

ようにお考えですか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） まず、素案のほう

は病院側がつくったほうがいいというふうに思って

おります。 

 ただ、外部的な要素に関しては、市の当局とも相

談をしながら、どういう格好がいいのかということ

は御助言いただきたいなというふうには思っており

ます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 改革プランはそのまま継続さ

れていくという解釈を持っていてよろしいんでしょ

うか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 
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○病院事業管理者（杉浦良樹） 今の、少し内容が

大ざっぱにできているので、そういった意味では継

続していっても何ら問題はないというふうに考えて

おります。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。ありがとうご

ざいます。 

 そういった中で、ダウンサイジングを図っていく

とかいろいろありますけども、事務方の職員数等に

ついてはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 事務方の人数とし

てはですが、今のままで行きたいというふうには思

っていますが、健診センターに関してはですが、少

し超勤のほうが多いということもあって、増員のほ

うは図っていきたいというふうに思っております。 

 ただ、いろいろな外部の業者等を相談しながらや

っている部分はあるんですが、なかなか見合った方

が応募していただけてない現状もあるものですから、

そこら辺はいろいろな手を使いながら検討のほうし

ていきたいというふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） いろいろと御答弁いただきま

してありがとうございます。 

 今までのやりとりを聞いておりまして、市長、何

か御発言がございましたらお伺いしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 済みません、今このタイミングで振られるとは思

ってなかったので、杉浦さんがほぼ全部答えていた

だいたと思ってます。 

 さっき議員が冒頭にあったとおり、３年、やっと

軌道に乗せていただいたというか、もちろん最初は

全く、病院経営のプロといっても湖西病院自体は初

めてですし、さまざまな課題がありました、改革プ

ラン一つとってもですね。しかしながら、杉浦さん

が来ていただいて、さっきあった山﨑さんにもお越

しいただいて、もちろん、事務職員も非常にそこは

前の体制からもそうですけれども、なかなか今まで

やろうとしてできなかった、もしくはやりたいと思

っていながらも、今までの前例というか、なかなか

これは公立病院というのか、役所でやはり前例をひ

っくり返すのが難しいのと同じで、できなかったこ

とを新しい客観的かつ専門的な視点で改善に向けて

取り組まれているというふうに思っておりますので、

当然、改革プランも必要に応じて変えていったりで

すとか、今の厚労省の唐突な指摘もありましたけれ

ども、それに対しても対応できる部分はしていかな

いといけないというふうに思っていますので、そこ

は、これも連携は非常にそこは密にとらせていただ

いてますので、先ほどのドクターの派遣要請なり、

増員だとか、我々としてもここは一体となって、や

はり地域医療の充実ということと経営改善と両方、

非常に難しい命題ではありますけれども、一体とな

って進めていかなければいけないというふうに思っ

ております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。本当

に私も病院事業管理者をお迎えして、また影山市長

になって、この病院の本当にいろいろな課題が少し

ずつですけども前進していると感じておりますので、

こういった今いい関係にある状況を、さらに進めな

がら、地域医療体制を確立していっていただきたい

と思います。では、病院に関しての質問は終わりま

す。 

 次に、避難所における教育委員会と地域との連携

について質問させていただきます。 

 公共施設の80％を所管する教育委員会において、

教育施設は災害時における避難所として指定されて

おりますが、地域との連携体制について、教育委員

会の方針がいま一つ明確でないように感じます。 

 避難所運営マニュアル作成、避難所開設訓練にも

苦慮されている地域もあるように伺っています。自

主防災会や地域、危機管理課を初めとする行政、教

育委員会が密に連絡をとり、一日も早い学校再開が

できる体制づくりを行う必要があると考えておりま

す。避難所運営マニュアル作成や、避難所開設・運

営におけるフローチャートを明確にし、早期学校再

開に向けた教育委員会としての役割を明確にしたい

と思っております。 
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 質問１。災害発生時に学校施設を避難所として指

定されている教育委員会として、避難所開設におけ

る避難所支援担当、また早期学校再開に向けた取り

組みや課題をお伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） ではお答えをいたします。 

 まず、災害発生時ですが、学校の教職員は、まず

子供の安全確保、安否確認、保護者への引き渡しの

役割を担いますことから、避難所支援の相談やお手

伝いはしますけども、教育委員会や学校が直接避難

所の開設にかかわることは困難であるというふうに

思います。 

 避難所の開設に当たっては、市職員で構成される

避難所支援班が、湖西市指定避難所マニュアルに基

づき、避難所となる各学校体育館の鍵を開け、自主

防災会等と協力をして、避難者の受け入れ準備を行

います。避難所開設後は、避難者が運営主体となり、

避難所支援班は主に災害対策本部との連絡を担うこ

とになります。 

 課題といたしましては、鍵の保管場所が教育委員

会にあるということで、勤務時間外では初動に時間

がかかることが挙げられます。 

 学校の再開につきましては、早期再開に向けて、

学校再開計画を策定するよう県から指示がおりてき

ており、現在、令和２年度中に作成するよう各校が

取り組んでいるところでございます。以上でござい

ます。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 要するに、場所としての避難

所は学校等を使うけども、要するに教職員の方は県

の職員ということから、児童生徒の安全安心を守る

ことが使命になっているので、直接避難所運営等に

はかかわることはない。まずは、そこはそういうこ

とでよろしいですか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） そのとおりで、まず児童生

徒の安全、そういったところをまずやっていくとい

うことでございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） こういった方針というのは、

県のほうで決まってきていると思うんですけども、

子供たちの安心安全、見守りとかそういったことも

あるんですけども、県教委からもこういった方針し

か出ていないということですか。災害は夜だけ起こ

るとも限らないと思いますし、そういったことを含

めてもやはりまずは地域住民云々というよりは、児

童生徒の安心安全を守っていくことが学校にお勤め

の先生方の第一の任務ということなんでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 学校があるときということ

でありますけども、実は東日本の大震災がありまし

た。３月11日ですね。私、白須賀中学校に勤務をし

ておりました。津波の大津波警報が出たということ

で、ちょうど時間的に２時46分、ちょうど帰りの会

をやっている時間で、まず子供たちを確保しなくて

いけない。まず、帰さないというふうなことで対応

をさせていただきました。 

 大津波警報が出る。子供たちに対応している。そ

のときにもう避難者が続々続々と学校のほうへ来て

いました。市の職員も来ていただきました。子供も

避難者も一つの体育館の中に入って、引き渡し、そ

んなことを学校の職員はやっておりました。 

 引き渡しする際に、確認することがたくさんあり

ます。例えば、坂の下に帰る生徒、この生徒は今一

体ここで引き取られてどこへ行くのか。どこに行か

れるのか。そういうようなことを一個一個確認をし

ながら、先生方は子供たちを保護者へ引き渡してい

ました。ですので、その間に避難者の方々は続々と

来てるわけですが、そちらのほうに対応ができない、

細かな対応ができないというのは事実であって、あ

のように建物がまだ壊れてる前の状態でそういう状

態でしたので、いざ大きな被害があって、家が倒れ

たときというのは、もうそれどころではないかなと。

ですので、まず子供の安全。それを学校は優先しま

す。ただ、何も避難所のことをやらないということ

でなくて、例えば受け入れ物資があったり、そうい

ったものについては、あいてる先生方がそちらのほ

うをやるというふうな形で対応していくということ

かなというふうに思っております。以上でございま

す。 
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○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 大前提が生徒の安心安全とい

うことで、よく理解をしました。 

 いずれにしましても、では、教育委員会にいらっ

しゃる市の職員の方がこういった避難所支援には当

たっていくと。そこはそれでよろしいでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 避難所支援というか、まず

場所の確保ですね。体育館とかそういったものの建

物の確認。本部へ連絡をして、実際建物、この建物

に避難をしていいかどうか。そういうようなところ

を確認。本部との連絡。ですので、自主防災会等の

方々が特にそこのところで中心になって動いていた

だかないと、とても運営できないという状況だと思

いますので、危機管理課のほうからもそういう防災

会のほうへお願いをしているところだというふうに

思っております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 教育委員会としまして、例え

ばいろいろな自治会があって、避難所運営マニュア

ルをつくったり、開設訓練をやりたいよといったと

きに、教育委員会として何か学校側にこういった協

力体制をとってくださいとか、何か指示のようなも

のは出されているんでしょうか。学校任せというこ

とでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） ちょっと、もう一度ちょっ

と質問お願いします。ちょっとあれですので。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 避難所運営マニュアル作成と

か開設訓練をしたいといったときに、なかなか学校

側と自治会さんが交渉するにしても、直接というの

はやりにくいのかなと思ったりもするんですけども、

教育委員会として、そういう相談があったりなんな

りしたときに、教育委員会としてそういう話を持ち

かけられた場合には、こういう対応をしてください

というような指示といいますか、そういったものは

提示されていますか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今の質問ですけども、ちょ

っと２番目のほうの質問にもちょっと絡んでくるか

なというふうに思うわけですけども、学校として、

そういう自主防災会の方々と話し合いをしてるか。

これ毎年各中学校区で開催をしております。大体時

期的に６月から８月の間に取り組んでおります。防

災教育推進のための連絡会という会を設けておりま

す。 

 これは中学校区の小学校あるいは保育園、幼稚園、

高等学校のある地域においては高等学校、いうふう

なことで、一応集まって、いろいろ話し合いをする

場を設けているということで、そんな中でそういう

話があれば、話し合いをしていくというふうな形に

なろうかなと思います。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 防災教育推進のための連絡会

が毎年６月に開かれていてということで。そういっ

たときに教育委員会として、では地域防災なり云々

とよく連携をとってやってくださいという指示を出

してるという解釈でよろしいですか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） そのときに、今お話しした

ようなお話をしながら、一応避難所として、まず第

一避難所はここです、第二避難所はここです、第三

避難所はここですというふうなことで意思統一をし

てますし、避難所として使う場合には、こんなこと

も注意をしてくださいというふうな事柄については、

意思統一を図っているところであります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 防災教育推進のための連絡会

はそういう形でとっているということは、例えば運

営連絡協議会、避難所運営連絡協議会とかあると思

うんですけども、そういった会合に学校側としては

出席されているんでしょうか。防災教育推進という

ことはいいんですけども、そちらのほうにはかかわ

っていますよというお答えでしたね。では、運営連

絡協議会等に関してはどうですか。 

○議長（加藤弘己） 危機管理監、どうぞ。 

○危機管理監（小林勝美） それでは、危機管理監

のほうから少しお話しさせていただきます。 

 今、教育長のほうでお話をされました防災教育推
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進のための連絡会というのは、教育長が言ったとお

りで、これは学校といいますか、教育委員会の主催

ということで、中学校区単位で行っていただいてる

ものでございます。これには学校の関係者を初め、

自治会とか自主防災会、それから危機管理課のほう

も出席をさせていただいております。 

 今議員言われました避難所運営連絡会とおっしゃ

いましたか、これは15の避難所がございまして、そ

の中でそれぞれやっております。これは、主体は自

主防災会の方にお願いをしておるんですが、一つの

避難所に一つの自治会とか自主防災会ではないもん

ですから、複数の自主防災会の方たちが集まって、

いろいろやっていただいております。 

 その中では危機管理課のほうも入って、それから

自主防災指導員なんかの方が割と中心になってやっ

ていただいてるところが多いんですが、そこが中心

になってその避難所となってるところの避難所運営

にかかわっていただいております。 

 どうしても夜やるということがありますので、学

校の先生方に毎回出てきていただくというわけには

いかないんですが、必要に応じて来ていただいたり

ですとか、どこの場所を、例えば体育館であったり

ですとか、特別教室なんかで使っていただけるよう

なところを協議をするというようなことはやらせて

いただいております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 危機管理課のほうでは自主防

を主体として運営連絡協議会等を開催しているけど

も、夜の会議が多いので、なかなか学校側の出席は

求められないということでわかりました。まず、こ

こはわかりました。 

 それと先ほどのＢＣＰ、早期再開に向けて、これ

は令和２年度中に作成するということで、早期再開

に向けた計画というのは、これからつくるという解

釈でよろしいんですか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） これからつくるというか、

今年度中にそれぞれ役割分担を決めて、市教委のほ

うへ提出をしてもらいます。例えば対策本部だとか、

施設管理班だとか、あるいは生徒・保護者対応班と

か、あるいは救護班、心のケア班というふうな事柄

で、県教委のほうからそういうふうな分担、担当を

決め、教育委員会へ提出するというふうなことがあ

りますので、今年度中に提出をお願いしているとこ

ろであります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 今年度中で大丈夫なんですか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 済みません、令和２年度で

す。来年度中です。ごめんなさい。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） それは、それこそ各学校単位

で、例えば校長先生を主体にして、それぞれにつく

るということなんでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） そのとおりでございます。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そういって計画をつくったも

のを、やはり地域とも理解をしていただくといいま

すか、自主防なりとコミュニケーションとっていか

ないと、なかなか実効性は高まっていかないのかな

と思うんですけども、その辺についての考えをお伺

いします。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） これも２番のほうの質問に

入ってしまいますが、よろしいですか。 

 先ほど申しましたように、防災教育推進のための

連絡会というのが６月から８月まで、とにかく９月

１日の訓練が行われる前ですね、各中学校区で開催

をしてます。 

 そんな中で、一応学校としては再開に向けてこの

ような組織でやりますというふうなことは意思統一

をしていきたいというふうに思います。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。 

 では、それこそ先ほどから絡んでしまって申しわ

けないんですけども、２番目の地域と学校とで話し

合いを行い、避難所利用計画を作成して、災害時に

おける実効性を高める取り組みなどを行ってはどう

かと思いお伺いしますということで、再度お願いし
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ます。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 先ほどもお答えしたと思う

んですが、もう一度、では改めてお答えをします。 

 避難所利用計画につきましては、全小・中学校で

策定済みであります。 

 地域と学校との話し合いにつきましては、中学校

区単位で防災教育推進のための連絡会を開催してお

ります。この連絡会は、保・幼・小・中、高もある

ところについては高校も含めて、園長・校長初め、

園や学校関係者、自治会関係者、危機管理課職員も

参加し、学校、地域、市との連携強化と情報共有を

図るため、毎年実施をしております。 

 具体的な内容としましては、避難所利用計画に基

づく災害時の学校開放の手順、どこどこを第一次避

難所としますよとか、第二はここですよというよう

な意思統一、あるいは学校を使うときの留意事項な

どについて話し合い、防災訓練や防災教育の推進方

法についても協議を進めております。以上でござい

ます。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 市内の学校においては避難所

利用計画がもう既に策定されているということで理

解もしましたし、早期再開に向けての手順もしっか

りできているということで、わかりました。そうい

った中で、地域との連携も、防災教育推進のための

連絡会の中に自主防の人たちも入っているので、連

携がとれているという解釈だと理解をいたしました。 

 そういった中で防災教育推進のための連絡会でい

ろいろ話し合いをされているということですけども、

以前にも私も質問させていただいた、アルファ米等

の備蓄料を防災教育の中で使ってはどうかというこ

とを質問したんですけども、それこそこういったも

のを防災教育推進の場で利用して、今の中学生なり

の子供たちに体験をしていただいておく。以前は教

育長は給食室云々ということがあったように思うん

ですけども、そんなときに給食室は使わなくても、

それこそ自主防の方とか災害ボランティアの方の御

協力を得て、グラウンドでハソリを使ったりして、

それこそアルファ米を開封するところから経験を積

んでいただく。そういうこともやってはどうかと思

うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今の質問に対してお答えし

ます。 

 非常に有効だなというふうに思います。ですが、

ですがでなくて、済みません、危機管理課のほうか

ら、どのぐらいの量が、いつまでに使えるという時

期が、まず合うかどうかというところがあると思い

ます。各学校において、防災教育のためのそういう

訓練等も自治会と一緒にやってるところもあります。

ですので、それが合致すれば、ぜひこれは有効なも

のだと思いますので、実際に練習してみたいなとい

うふうに思っております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） それに対して危機管理監、い

かがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 危機管理監。 

○危機管理監（小林勝美） お答えいたします。 

 我々のほうも、アルファ米、無駄にしてもいけな

いということもありますので、この辺は常に防災教

育推進のための連絡会では、いろいろな訓練をされ

ておりますので、今アルファ米なんかの訓練もやっ

てもらえると、いざ本当に災害時というのは、もし

かしたら、タイミングにもよりますけど、中学生の

力とかがすごく有効になることも考えられますので、

ぜひ一緒に訓練ができたらいいなというふうに思っ

てます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ぜひともそうしていただきた

いと思います。今いろいろ地域の役員も初め、いろ

いろな方が役員をやってくださってるんですけども、

申しわけないですが、高齢化にもなっていると思い

ますので、今の児童生徒の皆さんの防災意識を高め

ていただいて、人材育成を図っていっていただきた

いなと思っております。 

 いずれにしましても、安心安全という意味におい

て、児童生徒の安心安全はもちろんですけども、地

域住民の安心安全対策推進に向けて、県だ、市だと

いうことがどうしても拭い去れないと思いますけど
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も、縦割りの弊害が出ないように進めていただきた

いと思います。 

 では、最後の質問に入らせていただきます。 

 施政方針についてであります。 

 障害者福祉サービス提供体制がなかなか整わない

湖西市において、年々、市単独事業は見直されてお

りますが、職住近接のためには新たな予算づけがな

され、片や来年度も障害児の児童手当を昨日のとこ

ろで賛成多数にて可決されました。そういった中で、

障害者施策に対する市長のお考えをお伺いします。 

 社会保障費が増大していることは重々承知してお

りますが、障害者・保護者の高齢化が如実にあらわ

れている中、障害施策について、余り言及されませ

んでしたが、令和２年度、どのように進めようとし

ているのかお伺いします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 本当はきのう、指名をいただければ、そのときに

申し上げたほうがよかったのかもしれませんけれど

も、済みません、それで、施政方針の中では、やは

り全てを全部、もっと話したいこともいっぱいあり

ましたけれども、なかなかこれも時間や文字数も考

慮しながらでしたので、そこは済みません。ですの

で、ちょっとお時間をいただいて、極力丁寧に思い

と、実際どうなんだということもあるでしょうから、

やや総論と各論的な感じで分けてお話をさせていた

だければと思っております。 

 きのうもいわゆる社会福祉というか、社会保障政

策、障害者福祉だけではないかもしれませんけれど

も、きのう、どうしても議案の質疑ということだっ

たので、健康福祉部長にも非常に苦渋の答弁をさせ

てしまいましたけれども、やはり先般の施政方針な

り、さまざまなところで申し上げているとおり、こ

れは市民生活の根幹というか、やはり安全とか安心、

今もありましたけれども、安全安心と、施政方針の

中でそれは福祉だとか医療も合わせての安全安心だ

というふうに申し上げましたけれども、これが市民

生活のやはり根幹だというふうに思っております。 

 やはりこれは、きのうでしたか、先般もありまし

たけれども、社会的な弱者でありますとか、これは

もちろん障害を持った方もそうでしょうし、高齢者

の方であったり、介護などが必要な方もいらっしゃ

います。また、乳幼児だとかそういった方も含めて、

そういったところへの配慮というのは、こういった

行政をつかさどる者としては、しっかりとできる限

りの手厚く政策としては行いたいというのはもちろ

んですし、極力そこへできる限りの配慮とか政策面

で実施をしたいというのは、何ら方向性は異なって

いないというふうに思っております。 

 その上で、では現実的に、きのうの条例は条例と

して、済みません、提案はさせていただいて可決い

ただきましたけれども、さまざまな例えば時代の変

遷だとか、行政需要の変化もありましたので、新し

い取り組みも当然これは自然増だけではなくて始め

てますので、では湖西市が今どんなことをやってき

たかというのを２つ、３つ紹介させていただきます

けれども、平成30年度、これは議会の中からも御質

問いただきましたけれども、障害者福祉施設の通所

への給付費というのも新設をさせていただいて、施

設に通う障害のある方に対しての費用の助成という

のも新たに始めさせていただきました。これが平成

30年度なので昨年度になろうかと思います。また、

令和元年度、今年度ですけれども、これはいわゆる

人工肛門などをつけておられる方への、災害、特に

大規模災害の発生に備えてということで、すぐ最近

ですけれども、ストーマ用装具を市で保管するとい

うのも、これは御案内かと思いますけれども、現在、

年明け１月から実施をして、今６名の方に新たに御

利用いただいてるということも新たに始めさせてい

ただいております。また、予算の今回の発表の中で

もお話しさせていただき、きのうもありましたけれ

ども、新たな精神障害医療費の助成ということで、

これまで入院２カ月目だったものが、１日目からと

いうことで拡充をさせていただきました。 

 こういった時代の要請だとか、さまざまな行政需

要には対応できるように、ここは極力できることを

手厚くやっていくというのがやはり必要だと思って

おりますので、ここからは未来形にはなりますけれ

ども、例えば次の年度、来年、令和２年度も各論と

して拡充を考えているものが２つほど御紹介させて
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いただければと思いますけれども、これはいわゆる

団体の、湖西市の障害者支援協議会さん、あります

けれども、こちらとも今お話を始めさせていただい

てますけれども、いわゆる地域生活支援拠点の整備

ということを進めていきたいというふうに思ってお

ります。高齢者の方も、今地域包括ケアとか、第２

層の協議体、進めてますけれども、これも障害のあ

る方もこういった障害者支援協議会とともに、やは

り地域の住みなれたところで極力ずっと過ごせるよ

うな体制をとろうということを、非常にこれは当然

さまざまな方の協力を得られないといけませんけれ

ども、こういったものをやはりさまざまな支援を切

れ目なく提供できるようにということで、令和２年

度にも進めていきたいと思っております。 

 もう一つは、これも湖西市だけではありませんけ

れども、いわゆる発達障害、発達支援センターです

ね。これ、湖西市にもさまざまな本当に切実な、親

御さんを初め関係者の方から何度も要望いただいて

ます。今、湖西市にもありませんですし、浜松市に

支援センターありますけれども、なかなかそこ、浜

松市の施設なので、浜松市民のためということで、

大っぴらには利用させてもらえない、相談も、もち

ろん、行った方は受け入れてはくださいますけれど

も、非常にそこは需要も、供給を満たしていないと

いう切実な思いをいただいてますので、今ここは支

援センターと浜松市、あと県の協力をいただいて、

この４者で、やはり湖西市民も対象にしていただく

ということを新たに、令和３年なので来年になろう

かと思いますけれども、今１年かけて、体制をしっ

かりと整えた上で、湖西市民の方も浜松市の発達支

援センターを利用させていただくということを、立

ち上げるというか、新規に、正式にお認めいただく

という形で協議を既に始めさせていただいておりま

す。 

 実は、令和２年度、もう来月ですけれども、来年

度からは、この発達支援センターが県によって東部

と中西部ということで２カ所、これはもう発表され

てると思いますけれども、２カ所増設をされます。

これは県からのということでありがたいことですけ

れども、中西部ということで、島田市なので、非常

に湖西市民から見ると遠いと。そんなところまで行

くの不便だというお声もたくさんいただきました。

ですので、令和２年度、すぐ来月からというのはな

かなか難しいですけれども、何とか、これは浜松市、

政令市と県、そして湖西市との協議も必要になりま

すので、そこはもう１年お時間をいただこうかと思

っておりますけれども、そういった発達障害など、

これからさらに、今もふえてるし、さらに人数的に

も拡大も、もう本当に予想されるというか、現実的

にふえてきていますので、こういったさまざまなお

声を、しっかりとお応えできるような新規事業も進

めていかなければならないと思ってますので、全て

の事業を一気にというわけでもないですし、これは

逆の立場から言えば、やはり当然福祉政策、障害者

も含めた福祉政策、そういった社会的に弱者だとか

必要とされる方への政策は、手厚く行いたいという

ふうに思っております。 

 もちろん、蛇足ですけれども人口減少とか高齢化

という、これは恐縮ですけれども、その中で特に湖

西市は200億円という一般会計の中で負担増が35億

円ぐらいという、ほとんど15％、全てを減らさなく

てはいけないような非常に厳しい財政ではあります

けれども、こういったことも踏まえて、聖域なく見

直しも行いながら、全てを全部今までどおりやりつ

つさらにふやすということではなくて、当然こうい

った要望だったり必要な、もしくは切実な問題に対

してはお応えしていきたいと思っておりますし、こ

れはきのう本当に健康福祉部の中だけかという御質

問もありましたけれども、当然、予算の政策は、ま

ずは部署単位ではありますけれども、当然、市全体

の中で予算配分も含めて、政策は進めていかなけれ

ばならないと思っております。 

 非常にこれは福祉の予算に関しても厳しいお声も

いただいて、大変心苦しくもありますけれども、実

は健康福祉部だけではなくて、例えば自治会だとか

下水道料金を上げたりだとか、非常にそこは市民の

皆さんに御負担をお願いして大変心苦しいですし、

またいろいろな御批判というか、お叱りもいただい

てますし、そこは苦しいところではありますけれど

も、持続可能な社会を、人口減少の中でもつくって
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いくためには、そういった厳しいところにもしっか

りと向かい合っていきながら、丁寧に御説明をして

いくということが必要ではないかなと思ってます。 

 きのうも耳ざわりのいいということを言われまし

たけれども、それは別に障害者福祉だとか福祉政策

のことを言ったつもりではなくて、それは予算をつ

けたりとか拡充すれば、もちろん喜ばれることも多

いかと思いますけれども、やはり全体を見て必要な

政策を、持続可能で進めていくためには見直しなが

ら、時には、これは今回の一般質問にもあるような

行政改革とか、神谷議員にも以前、行財政改革とい

うことも御質問いただいてますので、そういった見

直しを、必要なところに財源を手当てするためには、

御理解をいただけるように丁寧に進めていかなけれ

ばならないというふうに思っております。済みませ

ん、長くなりましたけれども、以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 丁寧な御答弁ありがとうござ

います。 

 昨日の議案に関しましては、もう予算云々という

ことは重々承知はいたしておりますけども、余りに

もちょっと唐突的に上がってきたなということもあ

りました。そして、児童発達支援センターに関しま

しては、障害者計画でしたか、誘致をしたいけども、

人口規模等から誘致は難しいという判断が下されて

いる。そうすると、今御答弁にありましたように、

島田市のほうまで行かなければいけないといったと

きに、やはりなかなか近いところでなく、遠くへ行

かなければならないといった人に、市単独で手当を

出してもいいのではないかという解釈を持っていま

したけども、今の御答弁を伺っておりまして、何度

か県と政令市等と話をして、次年度以降、早ければ

再来年ぐらいには何とか湖西の人たちも発達支援セ

ンターを利用させてもらえるように働きかけを行っ

ていきたいという御答弁をお聞きしまして、安堵い

たしました。 

 大分時間が経過していて、皆さんが早く休憩をし

てくれという声が耳に届くんですけども、申しわけ

ありません。最後に、毎回質問させておりますけど

も、浜名学園組合についてのお考えをお伺いしたい

と思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。簡潔にお願いします。 

○市長（影山剛士） 済みません。では、簡潔にお

答え申し上げます。 

 結論的に今何か決まったということはありません

けれども、今後の対応というか、体制も含めて、今、

浜名学園でも考えていただき、浜名学園議会にも投

げかけながら、今事務局とも、将来、これは今のま

まということにはやはり行かないでしょうから、今

後の需要も含めて、対応は今検討して前向きに進め

ているところですので、またそこは、当然浜名学園

なり、利用者の皆さんだとか、その辺のアンケート

とか需要調査もいただいてますので、またお話がで

きようかというふうに思っております。もちろん、

湖西市だけではなく、浜松市とも話が必要ですので、

そこら辺を丁寧に進めていきたいというふうに考え

ております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 御答弁、本当に誠意ある御答

弁を市長からいただいたなという感想をただいま持

たせていただきました。 

 浜名学園のほうも、本当に年齢層が高くなってい

て、一人一人にかかる時間がふえてきているので、

短期サービス、ショートステイとかそういったもの

の受け入れがなかなかできなくなっているという情

報が利用者の間に広がったりしていますと、さらに

やはり不安が高まってくるという現実がありますの

で、できれば来年度中には少し浜松市さんとも話し

合いの場を持っていただけたらうれしいなという願

いを込めまして、長時間にわたり一般質問させてい

ただきました。どうも丁寧な御答弁ありがとうござ

いました。以上で終わります。 

○議長（加藤弘己） 以上で、17番 神谷里枝さん

の一般質問を終わります。 

 ここで休憩をとりたいと思います。暫時休憩とい

たします。再開を11時40分とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

午前11時26分 休憩 

───────────────── 

午前11時40分 再開 
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○議長（加藤弘己） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 それでは次に１番 柴田一雄君の発言を許します。

１番 柴田一雄君。 

  〔１番 柴田一雄登壇〕 

○１番（柴田一雄） １番 柴田一雄です。通告書

に従いまして、一般質問をさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 主題、湖西運動公園の中・長期的な修繕・改修計

画と収益確保について。 

 質問の要旨。質問しようとする背景や経緯。 

 本年は我が国でオリンピックが開催される東京オ

リンピック・パラリンピックの年でございます。昨

年に引き続き、スペイン代表の卓球チームも当市に

事前合宿に見えられる予定と伺っております。 

 市長は、新年の仕事始めに当たり、仕事始め式の

市長訓示の中で、東京オリンピック・パラリンピッ

クにも触れられ、聖火リレーのイベントを地域活性

化につなげることが重要と協調されたと新聞報道で

拝見しました。非常に頼もしく感じております。 

 しかしながら、一時的な地域活性化で終わらせる

のではなく、今後の湖西市の未来を見据えた文化の

振興、スポーツの振興につなげるべきではないかと

感じております。 

 市内にも複数の文化施設、スポーツ施設がござい

ますが、とりわけ屋外のスポーツ施設に関しまして

は、気象状況などの観点から、設備の劣化も危惧さ

れております。そこで、当市の屋外スポーツ施設の

中心であります湖西運動公園の中・長期的な修繕・

改修計画と収益確保について質問をさせていただき

ます。 

 質問の目的。昭和62年に現在の総合運動場として

完成しました湖西運動公園ですが、昭和55年に完成

しました庭球場、昭和57年に完成しました野球場を

例にとりましても、経年劣化と同時に、現代のスポ

ーツ施設としては不十分な設備も多く見受けられま

す。 

 昨年、静岡県より発表されましたお達者度におい

て、当市が上位を占めることができたのも、市民の

日ごろからの健康志向のあらわれと解釈されます。 

 令和元年10月より、使用料金の改定があり、今後

ますます利用者の満足度の向上が求められるときで

あり、本年は地域スポーツ振興においても注目され

る年であると推測されます。今、スポーツ振興の施

策展開を図ることが重要だと考えることから、質問

をさせていただきます。 

 質問に入らせていただきます。 

 １番。令和元年10月より使用料が変更になりまし

た。一例を挙げますと、市内の高校生が朝８時30分

から夕方５時まで野球場を使用した場合、昨年９月

までは4,320円でしたが、10月以降は8,800円となり

ました。倍以上の使用料となっており、各団体より

不満の声も上がっております。 

 利用状況と収益状況における変化をお伺いしたい

と思います。お願いいたします。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

  〔教育次長 鈴木 徹登壇〕 

○教育次長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 湖西運動公園の状況でございますが、料金改定の

あった10月から12月までの３カ月間の数値を前年度

の同時期と比較いたしますと、平成30年度の利用者

数１万1,536人に対し、令和元年度は１万1,195人と、

対前年度比2.95％、341人の減でございました。 

 一方、収益につきましては、同様の比較で収益61

万2,000円に対し、令和元年度は84万6,000円と、対

前年度比38.4％、23万5,000円の増となっておりま

す。 

 今後も利用状況の推移を見守りつつ、指定管理者

であります湖西市体育協会との連携のもと、施設の

維持管理に努め、利用者の増加につなげてまいりた

いと考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 御答弁ありがとうございます。 

 御答弁に対する関連質問になりますけれども、個

人利用の人数が減少しているということですけども、

利用者側としましては、使用料の増額と同様に設備

の充実や使用における満足度の向上を求められるの

が当然ではあると思いますが、何か具体的な対策が

ありましたら教えていただきたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 
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○教育次長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 利用状況の推移等を見守りつつ、指定管理者であ

ります湖西市体育協会との連携のもとで、使用者ア

ンケートというものを毎年実施しております。例年

３月の時期に実施をしておるんですが、そういった

皆様の意見を真摯に受けとめまして、料金の値上げ

のときから申し上げておりますように、当然料金の

ほう値上げしておりますので、そういったものを原

資として、皆様のアンケート結果、そういったもの

を聞きながら修繕等、利用しやすい環境を少しでも

アップできるように今後は対応してまいりたいと考

えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 御答弁ありがとうございます。 

 今現在、使用者アンケート等を実施しているとい

うことで、そういった市民の声を真摯に受けとめと

いうような御答弁をいただきましたので、今後もぜ

ひ利用者の目線に立った対策を引き続き御検討をい

ただきたいと思っております。 

 では次の２番の質問に入らせていただきたいと思

います。 

 平成30年２月に発表されました湖西市公共施設再

配置個別計画によりますと、第３期2026年から2030

年の取り組みスケジュールにおいて、機能集約の検

討、実施設計、大規模改修に、想定事業費が9,300

万円と示されておりますが、具体的な内容がありま

したら教えてください。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

○教育次長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 この想定事業費でございますが、本市の施設管理

システムであります保全マネジメントシステムによ

り試算した数値でございます。 

 具体的な内容でありますが、湖西運動公園の2026

年度から2030年度における、主に建物部分の屋根、

外壁などの修繕に要する概算金額で、事務所管理棟

が503万円、野球場ダッグアウトが604万円、弓道場

が1,335万円、陸上競技場メーンスタンド棟が6,477

万円で、これ以外に設計料の420万円を加えた金額

が想定事業費となっております。 

 なお、本試算につきましては、あくまでも各施設

の建物部分のみにかかる金額を計上してございます。

実際には、野球場の主要部分であるグラウンド、そ

れからフェンス、スタンド及びバックスクリーンや

陸上競技場のトラック等、こういったものの整備費

について含まれておりません。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） ただいまの答弁いただきまし

たところですと、大規模な修繕という形で、単なる

老朽箇所の修繕といったような形で受けとめるよう

な形になりましたけれども、単なる老朽箇所の修繕

ということではなく、より付加価値を高める改修と

いう形で期待をしたいと思います。また、事前にき

め細やかな現地の調査、そして何よりも利用者の声

を重視した内容を精査した改修を期待しております

けれども、そういった点はいかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

○教育次長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 議員おっしゃられるとおりでありまして、部分的

な補修を今後続けていくことも大事なんですが、ほ

とんどの施設が建設から20年、30年たっております。

いずれ近いうちには、当然大規模な改修、もしくは

建てかえ、そういったことも当然のことながら想定

していく必要があると思います。 

 もちろん、そういった場合には、例えば野球場で

あれば、硬式の野球の公式戦ができるようなもので

ありますとか、そういった市民の皆様の要望があれ

ば、そういったことも十分検討に加えて、今後は考

えていく必要があるものだと考えております。以上

でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） ありがとうございます。期待

して見守っていきたいと思います。 

 では、次の３番目の質問に入らせていただきます。 

 昨年11月に野球場で開催されました第４回湖西ベ

ースボールフェスタにおきましては、地元の湖西高

校、新居高校に加えて、静岡県内の名門校でありま

す浜松商業高校、そして県外より前年の夏の甲子園

出場の三重県立白山高校、そして春夏を通じて甲子

園で５度の優勝を誇る神奈川県の名門、横浜高校も

参戦され、主催者発表によりますと、２日間の来場
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者数は1,000人を超え、年々増加傾向とのことを伺

っております。 

 しかしながら、観客用のスタンドにおいてはバリ

アフリーはおろか、バックネット裏においては狭く

急な階段をよじ登らなければならないほどで、保護

者の方々も不便どころか危険さえも感じておられま

す。 

 また、私も観戦させていただいたんですが、野球

場にはロッカールームがないため、球場の外では選

手が下着姿になり着がえをしている様子を拝見し、

愕然といたしました。 

 先ほど答弁の中に、公式戦の開催もというような

含みをいただきましたけれども、現在の状況では高

校野球の公式戦も開催できない状況でございます。 

 公式戦の開催ができれば、入場料収入も見込まれ

ます。また、公式戦による観客動員は、地域経済の

活性化にもつながると推測されます。湖西市内での

高校野球の公式戦の開催を望む声も多く聞かれてお

ります。今後、野球場のスタンド改修やロッカール

ームの設置など、改修計画がありましたら教えてく

ださい。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

○教育次長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 議員がおっしゃられるところの要望、そういった

もの、我々も承知はしております。 

 本市の野球場でございますが、市民の皆様に利用

していただくためにもともと当初つくられたもので

ありまして、これまで軟式野球の大会などには数多

く利用されておりますが、高校野球やプロ野球など

硬式野球の公式戦、そういった会場を目指したもの

ではないため、スタンド改修やロッカールーム設置

等の大規模な改修を今後行うということになります

と、多額の費用がかかることが想定されます。した

がいまして、現在のところ、改修を行うという予定

はございません。 

 しかしながら、野球場に関しては経年劣化による

損傷が各所で見受けられることは事実でありますこ

とから、指定管理者であります湖西市体育協会と連

携を図りながら、利用に支障を来すことのないよう、

施設の安全管理に努めてまいりたいと、そのように

考えております。 

 なお、野球場の周辺の整備ということになります

が、利用者の皆様から要望が多く寄せられておりま

す、野球場バックスクリーン側のトイレ、そちらの

ほうの改修について、令和２年度において設計業務

委託料のほうを計上させていただいております。そ

ういったことで少しずつ利用しやすい環境をつくり

たいと考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） ありがとうございます。ただ

いまの答弁で、バックスクリーン裏のトイレの改築

というようなお話が出ておりましたけども、トイレ

の改築に関しましても、多くの利用者の方々の要望

の一つでもありましたし、以前、先輩議員が一般質

問でも取り上げられた案件ですので、うれしく思い

ます。 

 しかしながら、大きな改修や設備投資は厳しい状

況にしましても、例えば、現在野球場の両翼のポー

ルは、ボールの視認性を高めるために、白色から黄

色となっているのが時流でありますし、指導者から

の声といたしまして、球場内に時計がなくて、指導

する際も不便であると聞いております。 

 昭和57年に完成した野球場でございます。少しず

つでも現代に合った細かい改善を繰り返し、積み重

ねることが必要ではないでしょうか。お尋ねいたし

ます。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

○教育次長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 まず、野球場のファールポール、こちらのほうの

塗りかえという御質問でございますが、ファールポ

ールにつきましては、公認の野球規則、こちらのほ

うでは白く塗らなければならないというふうに定め

られております。しかしながら、打球の判別の便宜

上、ほかの色でもよいというふうにされているとこ

ろでございます。 

 実際、白色では非常にボールが見えにくいという

こともございますことから、現在ではほかの野球場

では判別しやすい、議員が先ほど言われたような黄

色、それからオレンジ色、そういったものも多く使

われているということも聞いております。 
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 今後におきましては、利用者の意見等も踏まえて、

指定管理者である体育協会と検討して、今後、もし

改修の折とか予算のほうも検討しながら、対応して

まいりたいというように考えております。 

 それから、野球場用の時計のお話でございます。

確かに試合の進行するのに時計がないのが非常に不

便だということで、これも承知をしております。そ

ういったことで、ただ、バックスクリーン自体の中

に時計を組み込むというのが恐らく構造上なかなか

難しいのかなというふうには考えておるもんですか

ら、例えば、今陸上競技場のほうにあるポールに丸

い時計がついているとか、そういったものも設置の

方法も考えつつ、今後、利用者の方の御意見を聞き

ながら、一番いい方法をとっていきたいなと、その

ように考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） ありがとうございます。前向

きに検討していただけることを期待しております。 

○議長（加藤弘己） 柴田議員、ちょっといいです

か。質問の途中ですが、ここでお昼の休憩をとりた

いと思います。柴田議員、よろしいですか。 

○１番（柴田一雄） はい。 

○議長（加藤弘己） それでは、お昼の休憩としま

す。再開は午後１時00分です。よろしくお願いしま

す。 

午後０時00分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（加藤弘己） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 それでは柴田一雄君の第４番目の質問から再開し

たいと思います。柴田一雄君、お願いします。 

○１番（柴田一雄） 引き続きよろしくお願いいた

します。 

 では、次の４番目の質問に入らせていただきます。 

 昭和55年３月に使用が開始され、運動公園内の施

設といたしましては最も古い庭球場並びに昭和62年

５月に使用が開始され、開設当時は日本陸上競技連

盟の公認を受けました陸上競技場のトラックの整備

状況、修繕、その他改修予定がありましたら教えて

ください。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

○教育次長（鈴木 徹） お答えいたします。 

 直近の大規模な修繕としましては、庭球場にあっ

ては平成24年度に壁の欠落部の補修と塗装を、陸上

競技場においては平成20年度にトラックラインテー

プの張りかえを行っております。指定管理制度導入

後におきましては、指定管理者である湖西市体育協

会の安全点検のもと、応急的な修繕での対応をお願

いしている状況で、現在のところ具体的な改修予定

はございません。 

 御存じのとおり、庭球場、陸上競技場のみならず、

市内体育施設のほとんどが建築後20年以上経過をし

ており、大規模修繕など何らかの手だてを講じなけ

ればならない状況にあります。 

 今後も指定管理者である湖西市体育協会と連携を

図る中で、計画的な改修について検討を進めてまい

りたいと考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） ありがとうございます。ただ

いまの御答弁の中に、財政状況が厳しい中ですけど

も、応急的な修繕での対応になっているとのことで

すけれども、専門的な維持管理やノウハウはどのよ

うになっておられますでしょうか。お願いします。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

○教育次長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 例えばサッカー場の芝生の管理、そういったもの

は湖西ＦＣの方で詳しい方にちょっと面倒見てもら

ったりとか、そういったある程度詳しい方にその場

を見てもらっているという状況もあるんですが、専

門的な知識がある方を、例えば湖西市体育協会と協

議をする中で、体育協会のほうで招致をして、そう

いった管理を将来的に行っていくとか、そういった

ことができれば、ある意味費用を余りかけずに専門

的な改修なんかも行えるんではないのかなというよ

うなことも考えておるんですが、今後はそういった

専門的な知識のある人の活用、そういったものにつ

いても体育協会、それから運動施設等を改修とか修

繕していただいている運動施設の業者、そういった

方からの御意見もいただく中で、そういった専門知
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識のある方の活用なんかについても、今後は検討し

ていってもいいのかなというふうには考えておりま

す。 

 当然、そういった方を活用していくにおいては、

当然費用のほうもかかってくると思うもんですから、

そういったことも含めて一番いい方法で施設をいい

状態で、しかも予算を余りかけずに管理できるよう

な方法を探っていく。そういったことも検討したい

と思っております。 

 また、職員とか、市の職員、それから体育協会の

方、そういった方と合わせて施設の維持管理の例え

ば研修とか、グラウンドの整備の手法ですとか、テ

ニス場の整備の手法、そういったことの研修を受け

たり、そういったことも今後はちょっと検討しても

いいのかなというふうに考えております。以上でご

ざいます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 御答弁ありがとうございます。

専門的な知識のある方の活用などを含んだ前向きな

答弁をいただけたと思います。ぜひ、より少ないコ

ストで大きな成果が得られるような対策を講じられ

ることを期待しております。 

 では、次の５番目の質問に入らせていただきます。 

 先般の報道によりますと、お隣浜松市では、2021

年６月に開館予定の市民音楽ホールに、ネーミング

ライツを導入する方針を示したとのことでございま

す。近年は大規模な公共施設におきまして、財源確

保を見込み、ネーミングライツの導入が主流となり

つつあります。 

 市内には、多くの企業がございます。当市といた

しましても、企業との連携、収益確保の観点から、

ネーミングライツや施設内におけます各種法人など

によります広告看板の設置を行うことで、中長期的

な修繕・改修の費用に充ててはいかがでしょうか。

御答弁をお願いいたします。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

○教育次長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 ネーミングライツ及び広告看板につきましては、

新たな歳入確保が図られ、財源を生かした施設整備

や管理運営ができるとともに、民間事業者において

は広告活動の機会を拡大することができるなど、利

用者、民間事業者、行政の間で、それぞれメリット

のある制度であるものと認識をしております。 

 今後におきましては、先進地事例の調査・研究や

指定管理者等の協議を行うなど、体制整備も含め導

入に向けて前向きに考えてまいりたいというふうに

考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） ありがとうございます。前向

きに具体的に検討していただけると、確かに御答弁

をいただけたと思います。ぜひ、早急に取りかかっ

ていただけることを期待しております。 

 さて、ＮＰＯ法人日本ファイナンシャルプランナ

ーズ協会の過去の12年間の集計によりますと、小学

生男子児童の将来の夢のランキングでは、各種のス

ポーツ選手が常に上位にランクインし、昨年度は６

年ぶりにサッカー選手を抑えて野球選手が１位に返

り咲いたというデータも発表されております。 

 湖西市のスポーツ施設、そして野球場には、湖西

市の未来を担う子供たちの夢が託されているという

ことも忘れないでいただきたいと思います。 

 最後になりますが、当市には湖西運動公園だけで

はなく、みなと運動公園を筆頭に、北部地区運動場、

梶田多目的運動広場もございます。利用者の声をど

のように反映していくのか、いま一度検討していた

だくことを期待して、私の一般質問を終了させてい

ただきます。ありがとうございます。 

○議長（加藤弘己） 以上で、１番 柴田一雄君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 次に９番 楠 浩幸君の発言

を許します。９番 楠 浩幸君。 

  〔９番 楠 浩幸登壇〕 

○９番（楠 浩幸） ９番 楠 浩幸でございます。

きょうも元気に一般質問させていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 さて、先ほど同僚議員からもお話がありましたよ

うに、2020年東京オリンピック・パラリンピックの

開催まで、半年を切りました。ちまたではコロナウ

イルスで開催云々というような話もございますけれ
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ども、そんな中でも各地で盛り上がりを見せており

ます。私も、愛知県ですけれども、聖火ランナーを

応援するための横断幕に応援のメッセージを、先月、

書いたところでございます。 

 湖西市においても、聖火リレーが６月24日に静岡

県内のスタートとなっており、メディアからの注目

も高いというふうに推測をしております。この機を

湖西市をＰＲする絶好のチャンスと捉え、これは市

長の所信表明の言葉の中にもあったと思いますけれ

ども、内外の多くの方に湖西市を知っていただいて、

そして訪れていただくための施策が必要だというふ

うに考えております。 

 東京オリンピック・パラリンピックへの対応と、

そして令和２年度に策定を予定されておると聞いて

おりますけれども、湖西市観光基本計画について、

内容を少し確認をさせていただきながら、今後の湖

西市の観光産業政策の推進を図ることを質問の目的

といたします。 

 それでは、質問の１問目に入りたいと思います。 

 まず１点目、冒頭申し上げましたように、聖火リ

レーについてでございます。各地で盛り上がりを見

せておるわけなんですけれども、湖西市のリレー、

６月24日というような日にちは聞いておりますけれ

ども、その概要ですとか、湖西市として単独のイベ

ントを行うのかということも含めて、どのように捉

えて生かそうとしているのか。体制と具体的な施策

をお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

  〔教育次長 鈴木 徹登壇〕 

○教育次長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 静岡県の聖火リレーにつきましては、オリンピッ

ク開催１カ月前となる６月24日から６月26日までの

３日間で行われ、本市については１日目に新居関所

跡前からみなと運動公園北の間、約1,900メートル

にて行われ、静岡県のスタート地点となります。 

 本市といたしましても、事前に準備作業を進めた

いところでございますが、現在公表されております

情報が少ないことから、国や県への早期の情報提供

をお願いしている状況であります。 

 しかしながら、本市をＰＲする絶好のチャンスで

あることは間違いありませんので、静岡県など関係

機関と市が一丸となって、万全の体制を組織したい

と考えております。あわせて、学校や市内事業所等

へも情報提供と協力をお願いし、官民一体となって

聖火リレーを盛り上げられるよう、検討を進めてま

いりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 何点か少し確認をさせていた

だきたいと思います。 

 まだ正式な時間等が発表されていないというよう

な御答弁だったと思いますけれども、ただ、予測す

るに、かなり朝の早い時間にスタートをするんであ

ろうというふうに考えるわけなんですけれども、そ

ういったときに、次いつあるかわからない。前回が

私も２歳ぐらいだった。当然見てないんですけどね。

この一生にあるかないかのイベントを、やはり数多

くの方に見ていただきたいというふうに私自身も思

いますし、子供たち、特にですね、今教育次長のほ

うからもありましたけれども、やはり小学生、中学

生が夢を持ってスポーツを育むようなきっかけにも

なってほしいと思いますし、具体的に小・中学校、

６月24日ですので、授業等々もあるかと思いますけ

れども、もし可能であれば、私としては子供たちに

も見せてやりたいなというふうに思うんですけども、

そういったことは可能になるんでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをします。 

 実は私も東京オリンピックのときに７歳で、ちょ

うど国道１号線のところを通ってきたのを見た覚え

があります。それは今でも覚えてます。本当に非常

に貴重な体験だったなというふうに思ってます。だ

から私もぜひ子供たちには見るチャンスを与えたい

なというふうに思ってます。ですので、まだ細かな

日程がわかりませんけども、校長会で校長先生方に

は６月24日は午前中、行事を組まないようにという

ことでお願いをしてます。ひょっとすると、９月１

日の防災訓練のように、登校時間を遅らすなり、そ

ういったことも考えていきたいという話はしてあり

ますけども、まだ細かな時間とか場所が実際、応援

する場所があるんだろうかとか、いろいろなことが
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関係しますので、またその細かなことについては協

議をしていきたいと思いますけども、そういう体制

では今のところいます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） いいですね。子供たち、ラッ

キーだなというふうに思います。 

 その小・中学校というのは、市内の11校全て小・

中学校が対象となりますか。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 新居だけということではな

くて、実は国のほうからも、こんな文書が出てます。

どんな文書かといいますと、聖火リレーの様子とい

うのは、ＮＨＫによるインターネット通信を通して

ライブ配信をしますと。ですので、直接の参加が難

しい場合であっても、一人一人の聖火ランナーの様

子を視聴することができる環境の整備が進められて

いると。だから、どうしてもそこの場所へ行けない

場合には、そういったところで身近にもできるとい

うふうなことですので、そんなことも考えられるか

なと今のところは思ってますけども、ちょっとまだ

細かなことについてわかりません。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） ぜひオンタイムで、生で見て

もらいたいなというふうに思うわけなんですけれど

も、ただいかんせん、もう３月になって、あと３カ

月ちょっとしかないわけなんですね。恐らくあした、

静岡県から詳細な時間が発表になるというふうには

伺っておりますけれども、ただいかんせん、学校の

問題もそうですし、朝早い時間というふうになると、

各市内の企業さん、通勤時間帯に重なってくると、

関所の前の通りも、私毎朝ウオーキングやってるん

ですけれども、大型のトラックですとか、もっと言

えば通学のバスなんかも、もっと早い時間ですけど

ね、それは。かなりの交通量があって、企業にもか

なりの影響がある。そういったことを教育委員会の

ほうで今主導で体制をとられようとしているわけな

んですけれども、こういったときに、実際に子供た

ちをどうやって新居まで、北の知波田小学校や東小

学校から搬送していくのか。車置くとこあるのとか、

企業には連絡どうするのだとか、どういうふうな応

援体制をやるのというようなことを、全て教育委員

会にお任せするというのは到底これからの時間と尺

を考えますと困難かなというふうに思うわけなんで

すけれども、市全体として、このオリンピック、今

回の聖火イベントを市全体と捉まえて、ぜひぜひ、

市長部局、横、縦断をして取り組んでいただきたい

というふうに思うわけなんですけども、そのあたり

は、ちょっとどちらにお伺いしていいのかわかんな

いですけども、お考えを伺いたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 おっしゃるとおり、これ別に教育委員会に限らず、

湖西市全体だったり、本当に地域の方だとか関係機

関、警察だとかさまざまな関係部局あろうかと思い

ますので、そこは全体でやらないといけないと思っ

ております。 

 おっしゃるとおり、まだ詳細日程、特に時間です

ね、児童生徒の登校時間とかどうなるのかとか、今

の通勤時間も、これは当然発表されてからというこ

としか、我々もグリップできるわけではないので、

そこは現実的に考えたいと思っておりますけれども、

今月以降ですか、各地、福島をスタートして、愛知

なんかもすぐ来られますし、こういったところもし

っかりと我々も参考にしながら、よりよい形で湖西

市民の皆さん、もちろん子供たちもそうですし、見

たいとか参加したいという方々はたくさんおられる

でしょうから、そういった沿道の体制も関係機関と

しっかりと協議をしていきたいと思っています。以

上です。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 恐らく明日、詳細な時間が発

表されるというふうに伺っておりますので、すぐに

対応していただきたいというふうに思います。 

 本当に楽しみでしようがないイベントがあと３カ

月に迫っている。ぜひぜひこの機に湖西市をＰＲし

ていただきたい。一緒になってしていきたいという

ふうに思っておりますので、よろしくお願いをいた

します。 

 それでは２問目の質問に移りたいと思います。 

 ２問目の質問につきましては、スペインの卓球チ
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ームについてでございます。2017年と、１年飛んで

2019年、昨年ですね、スペインの卓球チームのオリ

ンピックの事前キャンプ、ことしも７月に予定をさ

れているというふうに聞いておりますけれども、本

番の今年の対応について、どのようになっているの

か。あわせて、もう一回そもそものところなんです

けれども、スペイン卓球チーム招致の目的と、そし

てアウトプット、成果についても確認をしたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

○教育次長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 令和２年の事前合宿期間につきましては、７月12

日日曜日から７月19日の日曜日までの８日間を予定

しております。練習日程や交流事業などの詳細につ

きましては、現在スペイン側と調整をしている途中

でございます。 

 招致の目的についてでありますが、本市のアメニ

ティプラザが国体の卓球会場として利用されたこと

から、施設が整備されていること、また、日本卓球

リーグ１部において活躍されていますデンソー女子

卓球部がある点など、卓球における環境が本市には

整っていることから、オリンピック出場チームを招

致し、オリンピックや卓球を通じて市民のスポーツ

への関心を高めるとともに、体力向上や健康増進に

つなげようとしたものです。 

 成果の確認につきましては、スペイン卓球チーム

のおいでん祭への参加や国際親善試合、子供たちへ

の卓球教室などの交流事業を通じ、市民へ多文化交

流や世界レベルの技術に触れる機会を提供すること

ができたこと、また、事前合宿期間中に行われまし

た国際親善試合におきましては、デンソー女子卓球

部等の御協力のもと、来場者が約400人、さらに10

月に行われましたデンソー女子卓球部後期ホームマ

ッチにおきましては、来場者が1,100人と大変な盛

り上がりを見せました。そのようなことから、大変

成果があったものと考えております。以上でござい

ます。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 本当に卓球については国体が

あったというようなことで、湖西市内でも多くの方

に卓球を楽しまれている方が多いというふうにも聞

いておりますし、実際に私も、ある自治会長さんか

ら卓球台を買いたいんだけれども、どこで買ったら

いいかねというような相談も受けていたりもすると

ころでございます。こうやって実際にテレビで見る

ような人たちが、間近で、先ほども聖火ランナーの

話もしましたけれども、オンタイムで直接目に触れ

るということは本当に刺激的で魅力的なことだとい

うふうに思っております。できれば、そういった卓

球に携わるような人がどれだけ増えていくのかなと

いうところを、ベンチマークかとっていただきなが

ら、成果の確認ができたらなというふうには思いま

すけれども、感覚としては、私も卓球人口というの

は湖西市内で増えていってるのかなというふうに思

っています。それが先輩方のラージボールが今盛ん

だというふうにも聞いておりますし、健康寿命を延

ばしていくのもアウトプットなのかなというふうに

思います。 

 ここで、少し期待を込めてなんですけども、そん

な健康に留意をするための施策として卓球というの

もあるんですけども、実際にそういった本物の選手

を見たりすることによって、自分もオリンピックに

出場できるような選手になりたいですとか、選手を

育成したいとか、そういったような強化についての

お考えみたいなものはないですか。 

○議長（加藤弘己） 教育次長。 

○教育次長（鈴木 徹） 突然の御質問でちょっと

どきっとしたんですが、具体的な計画というものは、

正直なところまだないんですが、実際、卓球の盛り

上がりという点は、一つの数値としては、少年卓球

教室、これについては平成28年度の延べ参加人数

345人に対して、事前合宿を行った平成29年度は、

そこから一気に453人という形で、少年少女の卓球

に対する思いといいますか、参加人数がかなり増え

まして、31.3％増しの108人の増加だったというこ

とで、この辺の数字は今後も増えていくのかなと。

ということは、今議員おっしゃられたように、当然、

選手といいますか、若い子供たち、それからその御

父兄、そういったところから今議員が言われている

ような盛り上がりが上がってくれば、例えば体育協
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会の中でまた卓球に関する特別な講座をやったり、

少しずつ少しずつ、行政が主体となっていきなり盛

り上げるんではなくて、やはり希望してやりたい、

どんどんこういったこともやりたいという、その市

民の方からの盛り上がり、そういったものも期待し

ながら、今後はそういった選手を育成していくとい

うことにも目を向けていってもいいのかなというふ

うには考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 磐田市なんかでは、本当にす

ばらしい選手が育って大活躍をされている。やはり

磐田市なんか行くと、ちょっと悔しいなと思うんで

すね。ラグビーがあったり、サッカーがあったり、

今度卓球があったりというふうに。ぜひ湖西市から

そういった本当にオリンピックや世界で活躍するよ

うな選手が育っていくといいなというふうに、せっ

かくの機会ですので、なってほしいなというふうに

思うわけなんですけども、そういった市民の機運を

高めるのも、やはり今回のオリンピックのイベント

も一つの手段だと思いますし、教育次長が先ほどお

っしゃっていただいた卓球教室ですとか、いろいろ

な講座、デンソーのお話もいただきましたけれども、

ＯＧですとか、そういった、選手はなかなか難しい

にしても、民間企業と連携をしながらでも、選手の

育成強化を図っていただきたいなというふうに思い

ますので、またそのあたりも少しずつ検討の中に入

れていただければなというふうに思います。 

 ３つ目に行きたいと思います。テンポよく行きた

いと思います。 

 ３つ目。湖西市の観光基本計画についてというこ

とです。私、楠が、観光をこういった一般質問に取

り上げるというのはなかなか、私自身も余り考えて

なかった。正直申し上げて、観光で食えるもんでは

ないなというふうに、議員になった当初は思ってお

ったんです。ただ、今の世の中、５年先、10年先、

５年先がもうわからないような時代の中で、産業構

造も大きく変わってきます。そんな中で、子供たち

も今小学校、中学校の子供たちが、５年後、10年後、

社会に出たときに、どんな世の中になっているかわ

からない。そんな中でも一つは観光の事業というの

も選択肢の中に入るのかな。そしてこれから期待で

きる産業の一つではないのかなというふうに思って、

今回、この観光基本計画というのを改めて見直して

みました。三上さんの１ページお写真を載っている

ところなんですけれども、こんな中を読み解いてい

きますと、いろいろな課題なんかも書いてあったり

して、実際に実施される項目も、重点項目ですとか、

年度も書いてございますので、大ざっぱで結構です

ので、この現行の取り組み事項における達成度、ど

れぐらい達成できているのかなということと、あと

市長の施政方針の重点項目４番目でしたか、観光・

シティプロモーションの推進というのが挙げられて

おりましたけれども、平成30年度の私たちが持って

いるデータとしては、事務事業評価も踏まえて、湖

西市の観光振興事業をどのように展開をしていこう

とお考えになっているのか、伺いたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（長田尚史） お答えいたします。 

 現在の観光基本計画につきましては、総合計画に

合わせまして令和２年度までの計画として現在進捗

中のところでございます。 

 御質問にあった取り組み事項の達成率につきまし

ては、各項目に成果指標が設定しておりませんので、

達成率まではなかなか言えないところでございます

が、取り組み事項、内容のところで実施した事業と

しての率をかわりにお伝えいたします。 

 観光基本計画内の取り組み事項に記載されている

内容につきましては43項目、全部でございます。そ

のうち37項目の事業を実施しているという状況で、

実施率は86％となっております。ただ、継続中でご

ざいますので、取り組みの内容ですとか成果につい

ては、基本計画の策定と同時にまた検証していきた

いと考えております。 

 数値としては平成30年度の事務事業評価で観光交

流客の増加を目指しまして観光事業に取り組んでま

いりましたが、成果指標としております市有の観光

施設入場者数が、平成30年度の目標38万9,000人が

目標となっております。これに対しまして実績では

36万2,487人という数字でございます。数字として
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は伸び悩んでる状況であることからも、これからの

観光協会の一元化とか事業実施の主体となる体制の

早期実現等が課題であるという評価をしておるとこ

ろでございます。 

 今後につきましては、湖西市の観光振興は浜松市

と一緒に行っておりますＤＭＯの浜松・浜名湖ツー

リズムビューローや、静岡県その他の関係団体との

連携を強化するとともに、民間の事業者の皆様や市

民の皆様の声を観光施策に取り込みまして、観光事

業の主体として活躍していただけるような組織の構

築を目指してまいりたいと考えております。 

 また、今後は新居弁天地区でありますとか、道の

駅等の既存の観光施設の観光振興と誘客強化に向け

まして、新たな観光基本計画の策定を予定している

ところでございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 約86％、実施をしていただい

たということなんですね。実際にそのアウトプット

がどれだけ出ているのかというのが、やはり観光、

先ほど産業部長のほうからもお話がありました観光

交流客数ですとか、そういった数字が指標になって

くるのかなというふうに思うんですけども、私も少

し調べさせてもらって、リーマンショック以降、ず

っと右肩上がりでお客さんが増えてきている。平成

23年度ですと、58万8,000人くらいだったんですね。

それが平成28年度くらいには大分戻しまして、67万

5,000人と。もともと70万人くらいの、リーマン前

は、景気のいいころは70万人くらいの観光客があっ

て、ようやくまた元へ戻ったというような状況だと

いうふうに伺っているところなんですけれども、答

弁にありましたように頭打ち、平成28年度をピーク

にして、少しじり貧の傾向にあるというふうにも聞

いております。 

 そんな中でまた今、インバウンドで支えられた宿

泊客数がごんとまた落ちてきているという。もう少

しこれから幅をふやしていくことが必要だよという

ふうに思うわけなんですけれども、これから浜松市

ですとか浜名湖全体を観光の拠点とするというのは、

よくよくわかるんですけれども、ただ、今見ている

と、どうも浜名湖イコール浜松市というふうに捉え

られて、どれだけの人が湖西市に来てくれるのかな

というのが、すごく不透明なわけなんです。これか

らやはり、情報発信もどんどんしていただいてると

は思うんですけれども、それをどんな人が見ている

のかとか、どこにターゲットを持っていくのか。こ

の観光基本計画の中にもマーケット分析が平成27年

度から平成29年度に行うよというふうなことが記載

がございますけれども、やはりこういったリアルタ

イムで、観光に興味のある人が、もっと言えば湖西

市の魅力をどういったところに発信していくのかと

いうのが課題だと思うんですけれども、そういった

これからの施策について、少しお考えがあれば伺い

たいと思います。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（長田尚史） ただいま議員がおっしゃ

いましたマーケティングでございますが、平成28年

度に、ＤＭＯ、浜松・浜名湖ツーリズムビューロー

の中で調査をしておりまして、観光圏としての調査

をしてる中では、やはり浜名湖観光圏の特徴として

は、もちろん関東からもおりますが、特にやはり中

部圏のほうからもお客さんが多い。また、リピータ

ーも多いという成果等が出ておるということでマー

ケティングを聞いております。 

 その意味からも、やはり特に浜名湖というのは中

部圏からの東名高速、または潮見バイパス等の来や

すいというところがありますので、人口圏で考えて

も、多くの人口を抱える中部圏等をターゲットにし

まして、ＰＲ等も考えていきたいなというところで、

今のところはそういう考えでいるという状況でござ

います。以上です。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 中部圏というお話。先日、予

算のときに副市長のほうから、湖西市を中心にして

240万人でしたか、大きなマーケットがあるよとい

うようなお話があって、やはり今まで湖西市が向い

てたのは、どうも東よりに向いてたのを、もう少し

西を向いたらどうかというようなお話だとは思うん

ですけれども、ただ、西を向くだけで、本当に湖西

市の魅力を発信していく。湖西市に来たらこんない

いことがあったというのを、やはり人だと思うんで
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すね。人材の育成が私すごくポイントになるかと思

うんですけれども、少しずつ、昨年、今年度と、人

材育成にも少しずつ取り組んでおられるように見受

けられるんですけれども、今後、そういった観光人

口をふやすために、受け入れる、おもてなしができ

るような体制づくり、人材の育成についてはいかが

でしょうか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（長田尚史） 先ほどの実施率で、取り

組みを実施してきたよというところで、特におんぱ

くでありますとか、浜名湖周辺のＤＭＯでやってる

おもてなしの研修でありますとか、あれは地元の受

け入れ体制を進める中で検証を進めてまいりました。

また、先ほども申しましたが、受け入れる団体とし

て、やはり観光協会が自主的に今、新居と湖西と２

つあって、特に湖西市のほうは市が事務局というこ

とで、なかなか案内体制としては不十分なところが

あります。そういうところも踏まえまして、できれ

ば観光協会を主体に、地元の人材と受け入れる状況

をつくっていきたいというふうな考えを持っており

ます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） そうですね。いろいろな観光

地へ行って、ガイドの人がついていただいて話を聞

くのと、一人で回るのと、全然魅力が、まちの印象

もあわせて変わってくるんですね。なので、どれだ

け湖西市の人が自分たちの住む魅力をどんどんとど

れだけ発信していくことができるかというのが、す

ごく大事なポイントだと思うんですね。来年度もお

んぱくの予算がついておりましたけれども、ぜひぜ

ひこういったおんぱくですとか、観光協会を今度主

体にして人材育成もというようなお話ですけれども、

やはり観光協会にお任せするというのも一つの手段

かもしれないですけども、積極的に湖西市からも介

入をしていただいて、一緒になって取り組んでいた

だきたいというふうに思うんですけれども、今後、

観光協会、先ほど一元化というのはありましたけど、

また馬場議員のほうで一般質問があるというふうに

伺っておりますのでお任せをしますけれども、湖西

市の産業においての観光という事業、観光産業とし

ての位置づけというのは、これからどのように変わ

っていくのか、少しその辺のあわせてお伺いできれ

ば。どうでしょう、市長でも、何か。今までものづ

くりのまち・湖西市というふうにどんとアピールは

してきたんですけども、観光のウエートが少しずつ

上がってきているような気が私はするんですけど、

市長の考えはどうでしょう。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 ちょっとウエートの具体的な数字までは持ち合わ

せてませんけれども、産業という大きなくくりでい

けば、やはり昔も今も将来も含めて、ものづくりと

いうものは基幹産業として位置づけるというのは、

これはやはり基幹産業というものは変わりがないん

だというふうに思っています。その中で、当然今議

員おっしゃったような観光とか、これはインバウン

ドも含めてやはり時代が変わってきていますので、

そこのインバウンドで受け入れる絶対数も含めて、

ちょっと今新型コロナは置いておいたとしてもです

けれども、将来を含めてインバウンドだとか、この

湖西市に訪れていただく、浜名湖、湖西市に訪れて

いただくということの絶対数は増やしていかなけれ

ばならないというふうに思っていますので、よく他

市町でも言われるのが、やはり一本足だと非常に、

リーマンショックでもそうですけれども、非常に不

安定だと。これは正直、静岡県の市長会でも、東の

ほうのやはり伊豆のほうの方々と話すと、観光は一

本足で悩んでいるという首長さん非常に多いので、

観光一本足は湖西市としては取りえないとは思って

いますけれども、基幹産業もあり、かつこういった

浜名湖だとか湖西連峰だとかさまざまな、関所もそ

うですし、こういった恵まれた環境を生かすという

ことは、当然ながらウエートというか、力の入れど

ころというのは、図っていかなければいけないと。

その中で今、産業部長からもありましたけれども、

ハード面だけではなくて、こういった観光協会もそ

うですけれども、一元化をするということであった

り、最近だと始めたラインのアカウントだとかで、

これでしっかりと新しく湖西市のことを知っていた

だくというようなシティプロモーション、ふるさと
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大使なんかいい例ですけれども、非常にそういった

ところで、急に全国区になるとかというものはなか

なかそこは短期的なだけでは難しいとは思っていま

すけれども、徐々にそういった浸透していくような

取り組みを続けなければいけないというふうに考え

ております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） そうですね。私も少し観光を

勉強していきたいなというふうに思っているところ

です。 

 私たち、副議長が御挨拶であった湖西高校ですと

か新居高校の高校生と意見交換をしたりする中で、

女子生徒が働くところがない。女性の働く場所がな

い。今度、来年度の予算の中にも女性の働き方につ

いての予算も入っていたかと思いますけれども、や

はり湖西市の産業構造を見ていくと、やはり圧倒的

に二次産業が多くて、三次産業が圧倒的に少ない。

女性の働き方云々、決めつけることはできませんけ

れども、そういった観光ですとかソフトの職業が増

えていくということは、女性の働き口も、雇用も増

えていくということにつながるのかなというふうに

も考え始めております。ぜひぜひ個店がふえていっ

たりですとか、観光について情報発信していくよう

なベンチャーの企業が増えてきたりですとか、そう

いった環境づくりをこれからまたつくっていただき

たい。市長の答弁にもありましたけれども、インバ

ウンドも含めて観光客を増やしていきたいというの

は本当に心強いお話だったなというふうに。これ踏

まえて、最後の４つ目の、次期湖西市観光基本計画

の策定について、少しお話を伺いたいと思います。 

 計画の策定につきましては、やはり観光にたけた

人、もう中にいる人ですとか、客観的に見る人、そ

んなこれからの湖西市の産業を見据えていけるよう

な、アイデアを出せれるような人たちにメンバーに

なってもらいたいなというのが私の思いなんですけ

れども、実際にそういったどんなメンバーで策定を

考えておられるのか。そしてコンセプト、そしてタ

イムスケジュールについてお伺いをしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（長田尚史） 次期の観光基本計画の策

定につきましては、湖西市・新居町両商工会、また

現在の両観光協会、または市内の観光事業者等の皆

様で構成された湖西市観光振興協議会を中心に考え

たいと思ってます。また、外部でございますが、有

識者の方々にも意見を聞きまして、議論を重ねて、

今後の湖西市の観光面での戦略を練り上げ、策定を

進めてまいります。 

 コンセプトにつきましては、新居弁天地域を初め

とする市内の既存の観光地や観光施設の有効的な利

活用計画、また新たな観光資源の発掘や地域ブラン

ドの造成、県・浜松市・ＤＭＯとの連携による広域

的な観光圏事業計画、そしてそれらが一過性となら

ないような地域の活性化につながっていく計画を目

指したいと考えております。 

 策定のスケジュールでございますが、令和２年度

の当初から湖西市観光振興協議会、有識者からの意

見等の聴取を重ね、計画を練り上げ、できれば年内

までに計画案を取りまとめ、令和２年度内までには

新たな観光基本計画の完成を目指して進めてまいり

たいと考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） すぐに来年度に入れば湖西市

観光振興協議会、これ立ち上がっているんでしたか。

どうでしたか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（長田尚史） 既に湖西市観光振興協議

会の皆様には立ち上げることと、こういう進め方を

するよということで、一度会合を持ちまして、御了

解を得ているというところでございます。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） メンバーについてはもうフィ

ックスできているよというようなことですので、間

髪入れず進めていただきたいなというふうに思うわ

けなんです。 

 先ほど部長の答弁の中でコンセプトのところで、

新居弁天のお話がありましたけれども、私の記憶が

正しければなんですけれども、公共施設の再配置計

画では、わんぱくランドは店じまいをして、実はも

う今年度でしたか、わんぱくランドの施設一部を解
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体をする予定だったと思うわけなんですけど、今の

御答弁の中ではわんぱくランドが含まれているよう

な内容でしたか、どうでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（長田尚史） 公共施設の再配置計画の

中では、とりあえず今年度まで営業して、一度廃止

ということで、ただ、その中でも譲渡も含めて民間

活力とか、そういうものも含めて譲渡というところ

でも計画がございましたので、今年度進めます観光

基本計画の中で、その辺の含みをもって具体化に、

解体するのか、譲渡するのか、利活用していくのか

というところも踏まえまして検討していきたいと思

ってます。 

 その中では一昨年度から地元の皆さんとか県の関

係者ともお話しして、勉強会を開催しまして、新居

弁天再開発していこうという形で勉強しましたので、

その中では民間活力の導入というところも考えて、

観光基本計画と一緒に検討していきたいというふう

に考えてます。 

 済みません、今年度、先ほど廃止と言いましたが、

令和２年度で休止ということで、一番最初の観光基

本計画、休止または譲渡ということで計画しており

ます。 

 解体というのは、事務所棟がございまして、事務

所棟、昔のプレハブなんですけど、それの解体を見

越した中で少し予算を計上してるという状況で予定

してるということでございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 新居弁天、非常に魅力的な場

所だと思いますし、夏はこれから魚のつかみ取りで

すとか、ウナギのつかみ取り、冬はもう終わってし

まいましたけどもカキ小屋ということで、多くのお

客様がいらしていただいてる。お客様に少し聞いた

ことがあるんです。やはりお酒を飲みたいと。あそ

この場所で焼きカキを食べて、車で帰らなくてはい

かんものだから、泊まるところがやはりないんだわ

というようなお話もあったりですとか、あそこ、海

湖館ですとかわんぱくランド、あの魅力的な場所、

どうやってこれから活用していくかというのも、湖

西市の観光の一つの課題だというふうに私も思うわ

けなんですけれども、ただ、余りにもちょっとわん

ぱくランドについては事業も大きいですし、民間活

力を期待をするというのもなかなか難しいんではな

いかなというふうに思うわけなんです。勉強会の中

では、民間活力の次のステップというのは何かお話

があったんでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（長田尚史） 本当にそこを民間がすぐ

に手を出してくれるかというのは、これからの状況

だと思いますが、その前に意見聴取等、そういう民

間の業者さん等に聞きまして、その利活用等も含め

た提案の中で、今後のどういうふうに民間の皆さん

の活力を入れていこうというところも計画していき

たいという考えでいるところでございます。以上で

す。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） これを令和２年、年内に方向

づけを出したいということでよろしかったでしょう

か。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（長田尚史） 観光基本計画の策定に合

わせてその辺のところも方向を示していきたいと考

えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 観光基本計画もそうですし、

来年度は新しい総合計画の策定もあります。しっか

りと整合性を図っていただきながら、本当に実のあ

る、私も恥ずかしながら、数年ぶりにこの観光基本

計画を開いて、数字を追いかけてみたら、あららみ

たいなところも実は正直ありましたので、ぜひ、観

光基本計画についても、やはりアウトプット、成果

目標がしっかりと、我々議員もチェックができるよ

うな目標値を立てながら策定をいただきたいと思い

ますけれど、そこだけ確認して終わりたいと思いま

す。どうでしょう、 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（長田尚史） 次期の計画につきまして

は、本当に議員がおっしゃいますようにアウトプッ

トできる数値と、あと実行状況もその都度報告でき

るような形で策定していきたいと考えております。
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以上です。 

○議長（加藤弘己） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） ありがとうございます。まさ

かこの楠が、観光について一般質問して、これだけ

皆さん、当局からの御答弁をいただけるとは思って

はいなかったんですけれども、これからの産業の一

つのポイントにもなるというふうに思う大事な一般

質問だったというふうに思っております。ぜひぜひ

私たちもこれから作成される観光基本計画はもとよ

り、総合計画にもしっかりと関心を持って、できれ

ば参画をしたいわけなんですけれども、情報提供を

お願いをしながら、私の一般質問を終わりたいと思

います。ありがとうございました。 

○議長（加藤弘己） 以上で９番 楠 浩幸君の一

般質問を終わります。 

 ここで休憩をとりたいと思います。暫時休憩とい

たします。再開を14時５分とさせていただきますの

でお願いします。 

午後１時55分 休憩 

───────────────── 

午後２時06分 再開 

○議長（加藤弘己） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 次に、18番 二橋益良君の発言を許します。18番 

二橋益良君。 

  〔18番 二橋益良登壇〕 

○18番（二橋益良） 18番 二橋益良。本日は６名

の議員の質問ということでございますので、なるべ

く簡潔明瞭に進めたいと思います。また、答弁に関

しましては、我々の範疇ではございませんので、十

二分に発揮していただいて、しっかりした御答弁を

お願いしたいと、そんなふうに思います。 

 まず初めに、市長の２期目出馬についてというこ

とで質問させていただきます。 

 財務官僚から湖西市長として、１期残すところに

なりましたが、定住・移住による持続可能な行政運

営に邁進しているのではないかなと思いますが、新

居町との合併当時から人口減少が続き、いよいよ５

万9,000人、５万8,000人というような経過になって

るのは事実でございます。 

 また、少子化が拍車をかけてる現在、高齢化によ

り、財政状況は厳しく、行政担当３年３カ月、４カ

月ですか、余りではありますが、その結果を求める

までには至らないとは思います。しかしながら、政

策を反映するには継続が必要と考えております。ま

た、次期総合計画を策定し、まちづくりを本格的に

現市長が市民を誘導する形には２期目の重要な仕事

であると考えております。 

 そのためにも、２期目の市長としての本領を発揮

していただきたい、そんな思いで湖西市行政運営に

当たっていただくのが賢明だと思っておりますが、

影山市長の２期目の出馬の意向をお聞きしたいと思

います。 

 質問の目的でございますが、影山市長の次期行政

担当である２期目の出馬の意向をお聞きしたいと思

います。 

 まず初めに、影山市長の１期目の成果と課題をお

聞きしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 なるべく簡潔明瞭にと言いながら、なかなか難し

い御質問ではありますけれども、今、議員から３年

というお話もありました。正直、自分でももう３年

たったというのが非常にあっという間で、毎日が正

直、ジェットコースターというか、いろいろなこと

がこんなにも起こるのかというのが正直な感想です、

３年間ずっと毎日ですけれども。久しぶりにその３

年前ぐらいですか、これ、いわゆる公約という形の

ものを、この御質問が出てから久しぶりに見直して

みて、１期目ということで見直してみたら、当然、

できたというか、取り組んだというものもあれば、

やはり時間がかかるなとか、さまざまな現実的な壁

に直面しているものもあるなというふうに思ったの

が率直な総論としての感想でございます。 

 具体的な例でいうと、例えばやはり今議員おっし

ゃったとおり、人口減少対策とか職住近接、やはり

ここが湖西市の持続可能な発展のためにはどうして

も必要なわけでして、そのためにすぐに取り組んだ、

いわゆる医療費の、子供の医療費の無料化ですとか、



１１４ 

コーちゃんバスの、公共交通の改善ということで、

今回、令和２年度の予算でもＢａａＳ事業というか、

さらなる自動運転も含めた公共交通の改善というこ

とを挙げさせていただきましたけれども、こういっ

たもともと申し上げていたコーちゃんバスの改善と

かデマンド型への移行、またタクシー券の利用拡大

といったようなことを取り組めたこともあるのでは

ないかなというふうに思っております。 

 また、自分がなる前というか、なってから初めて

知ったような環境センターのいわゆる再開ですとか、

下水道もそうですし、合特法の取り組みも今回そう

ですけれども、全く今、３年か４年か前には全く考

えもしなかったようなことも実際起こって、これに

対しても非常にエネルギーをかかったというのは、

実感としてあります。 

 また何よりも、やはり課題というよりも時間がか

かってしまうというのは土地政策でありまして、こ

れは前の所信、施政方針だったかでも申し上げたと

思いますけれども、土地の線引きだとか、先ほどに

も議論になりました宅地とか商業施設だとか、観光

にも絡んできますけれども、こういった土地の利用

のあり方を見直さなければ、湖西市がもっともっと

発展していくのにはどうしても市街化区域とか調整

区域といったところを改善していかないと、発展は

望めないというふうに実感をしております。これが

やはり中長期な時間がかかるというような課題とい

うか、これからの引き続いて取り組まねばならない

政策だというふうに思っております。 

 まだ、いわゆる１期を４年というふうにすると３

年ですので、今の途中段階としての実感は以上でご

ざいます。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） ざっと思いというか、市長の

思いを聞いたわけでございますが、ここ近々では、

特に今言う定住・移住、この関係で特に人口の減少

には非常に頭の痛いとこがあると思いますが、私一

つ、市長が就任してからちょっと気になったことが

ありまして。というのは、当初の今の公約にもあっ

たと思いますが、やはり湖西市の市街化区域の拡大

を当然うたったわけでございますが、この拡大につ

いては非常に難しい問題ではないかな。というのは、

やはり市長は前官僚として、上から見てたもんです

から、やはりこの地べたの状況がよくわかってない

という弱点もあったかなとそんなふうに思います。 

 今大事なことは、やはり湖西市の魅力をつくって、

そしてその魅力のために湖西市住んでいただく。働

く場所は十分あるもんですから。その魅力は何かと

いうと、やはり近隣のまちと違った新しい展開も当

然必要だし、特化したこともやはり必要ではないか

なと思いますが、今お気づきの点で、何か特化する

ようなことがありましたら、ひとつお答え願いたい

と思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 よく言われるのが、やはり湖西市はこれだという

のが持って、それこそ職住近接というか、定住促進

につなげるんだというのは、おっしゃるとおりだな

というふうに思っております。 

 何よりも実感するのは、確かに土地政策は非常に

難しくて、現場でいろいろなところを見ていても、

これは時間のかかることというのは、これは全国的

に同じだと思いますけれども、今おっしゃった湖西

市ならではという政策、ちょっと土地を横に置いて

おいてというふうに考えると、やはり今のＢａａＳ

事業みたいな、ＢａａＳ事業だけではありませんけ

れども、これだけ今議員もおっしゃった、企業がた

くさんあるということと、非常に企業がこういった

行政の政策に対しても前向きに、協力的にしていた

だいてる。今回のＢａａＳ事業に関しても、そこは

企業のシャトルバスを使うような公共交通というこ

とで、初めての、全国で初めての取り組みを今実証

実験に向けて動き始めることができたということで

すので、非常にここは企業との連携を含めて、一体

としてまちづくりを行っていくと。それも一つの、

超大企業みたいな、どことは言いませんけれども、

超大企業だけがあるようなまちではなくて、複数の

企業と連携をしながら、こういった公共交通だとか、

ほかのさっきの卓球だとかスポーツもそうかもしれ

ませんし、こういった政策を行えるということが、

湖西市の強みとして、さらに定住促進への一つのＰ
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Ｒになればいいかなというふうに思っております。

以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 今、交通の関係のお話をした

もんですから、非常に湖西市の道路行政はおくれて

ますね。あるとき、過去には白井市長が就任したと

きには、本当に湖西市の財政が105億円のところを

36億円土木費に使ったと。彼はやはりそうした企業

のやはり代表者だったものですから、まず、血脈を

ちゃんと、要するに道路を整備することは血脈だと、

こういうことでの重点事項で当時やったんですけど

も、それ以来どうも道路事情は余り変わってないと

いうのが現状でありまして、せっかくそういうモビ

リティとかあるいは公共交通を狙うなら、もう少し

湖西市の道路行政にも手をかけていただきたいなと

いうのが山々でございます。 

 それはさておいて、今まで３年間頑張っていただ

いた中に、やはり新しいことを、非常に画期的なこ

ともございました。それを踏まえて、今後行政運営

に携わっていただければと思いますので、まず１番

目の質問は終わりたいと思います。 

 ２番目の質問でございますが、ではそれについて、

施策の展開による行政運営は、どのくらい進展した

かということをお聞きしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 なかなか自分でも、これは今の３年たってと言わ

れても、明確に評価を自分でするもの難しいかなと

は思っておりますけれども、いろいろな、きょうも

きのうもですけれども、さまざまな御質問なり御質

疑をいただく中で、やはり個別には進捗が目に見え

て出てきた、数字で出てきたものもあるなというの

は思っております。 

 例えば、さっきの１問目では申し上げませんでし

たけれども、例えば湖西病院だとか、旧市民会館が

あって新しい市民施設をどうするんだというところ

に関しましては、やはりそんな１年や２年でできる

ものではありませんので、湖西病院に関しては着実

に、この前のタウンミーティングや予算でもお示し

しましたとおり、経営の改善そのもの、医療機能も

含めてですけれども、数字での実績は上がっている

というふうに考えて、これは何とかさらなる経営改

善にはもう一息だというふうなところまで来ており

ます。これは病院事業管理者初め、専門のスタッフ

だとか事務職員が、やはり同じ方向性を向いてやっ

ていただいたことが大きいかと思ってますけれども、

また新しい市民交流の複合施設に関しましても、市

民会議を行い、そして方向性を出していただき、そ

して今、文化協会さん初めさまざまな関係者のヒア

リングを行わせていただいて、令和２年度から具体

的な市民ワーキングによって、最終的な方向性とい

うか、結論を出していただいて、機能と場所を決め

て、実際には設計に入っていくという方向性は見え

てきたかなと思っておりますので、ここはこういっ

た全てが今花が咲いたというところまでではないに

しても、種をまき、展開が、方向性が見えてきたと

いうところまでは来たものもあるのではないかなと

いうふうに思っておりますので、やはりこれ以上、

３年でできたことと、当然まだ時間がかかること、

さっきの土地もそうですし、におい、臭気対策もそ

うですけれども、こういったことをやはり人口減少

とか何よりも昼夜間人口の差の解消といったところ

のために、施策をさらに展開させていかなければな

らないというふうに考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 確かに３年は長いというか、

短いというか、本当に市長の感覚でしたら、本当に

走り出したら今３年目だと、こんな状況ではないか

なと思いますけれども、当時、市長は就任したとき

には静岡県下でも一番の最年少ということで、非常

に期待もかかり、報道機関もそういう報じ方をした

ものですから、湖西市という知名度はそこで少し上

がったかなと思います。そんな中で、やはり外交と

いうよりかは、要するに湖西市を飛び出したらどう

だというとこを結構やってたものですから、この３

年間。それなりの足がかりは多分できたと思います。

ですから、この３年間は今現市長の足固めだと、そ

んなふうに判断しておりますので、これからその足

固めをどう利用して、どう反映していくかというの

は、これからの楽しみだなと、そんなふうに感じて
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おります。 

 今度３番の質問に移りますけども、いいですか。 

 今後の行政運営に対してのお考えをお聞きしたい

とそんなふうに思います。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、３年前というか、就任当時のこともおっしゃ

っていただきましたけれども、３年たってみてとい

うか、やはりあっという間だったというのはありま

すけれども、さまざまな場所で、例えば浜松市に行

ったり、静岡市に行ったり、東京に行ったりでもそ

うですけれども、湖西市の知名度というか、具体的

に言うと、報道の回数だとか、こういったものは非

常に例えば静岡市の方だとか西部の地域でほかの市

町村で新聞の掲載頻度みたいなものをとってる自治

体があると聞きましたけれども、そこから湖西市の

報道件数が異様に増えてるというようなお話も１年

前か２年前にいただきましたので、そういった面で

は、注目も含めて、いただいたのかなというふうに

思っております。 

 ありがたい期待ではあるんですけれども、もうプ

レッシャーと責任とかというのは、正直、毎日、両

肩が重くて潰されそうではありますけれども、そう

は言いつつも、やはり今申し上げた、１問目、２問

目で申し上げたような、今やるべきことだとか、時

間はかかるけれども進めなければいけないこと、こ

れは一つや二つではありませんので、それを着実に

進めていく。また繰り返しになりますけれども、で

はこれから施策の展開だとか行政運営だとなると、

今まで行ったことを何か変えるというわけではなく

て、引き続き継続をして、短期だけではできないこ

とを中長期に、さっきの土地、臭気対策、その他湖

西病院、市民会館もそうですけれども、個別のもの

も含めて湖西市が持続可能なまちであるような、発

展を続けるような政策を、今までどおり続けていか

なければならないということが、今後の展開だろう

と考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 余り具体的ではないんですけ

ども、やはり思いとしては確かにそのとおりだと思

います。 

 これからの行政運営というか、今までちょっと３

年間見てきて、市長は対外的にかなり出てるんです

けども、一番大事なことはやはりこの湖西市の内政

ということで、副市長筆頭に、各部門で言えば総務

部長を筆頭に、各部が運営体制をとってるというこ

とでございますが、ここがうまく回らないと、やは

り湖西市行政というのは本格的には見えてこないと

思うんですね。 

 この運営がこれからの市長のやはり度量だと、そ

んなように思っておりますので、その辺のことにつ

いて、市長がどのように思いを行政運営に反映して

いくかというのは、やはりその中の部門が動かない

と、やはりそれは証として出てこないということで

すので、部門の体制の回し方というのは何かござい

ましたらお願いします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 おっしゃるとおりでして、やはり今の仕事上は、

どうしても外に出て行くことももちろん多いですし、

それが仕事なんだろうというふうには思っておりま

す。 

 肝心な市政運営というか、行政の内部というもの

は、これも今副市長も県からお越しいただいて、よ

く見ていただいてますし、当然、各部門ごとに、部

長、課長、係長、係員の方まで、そこは当然ながら

行政の専門家として、こちらが方向性を示した上で、

条例であったり、予算であったり、個別のものはつ

くり上げ、執行していただくというのが大事ですの

で、ここは非常に、今おっしゃったとおり、うまく

かみ合わないと、行政としても政策が、方向性だけ

出しても回らないとか、逆に方向性出さないと何も

動かないという、両方が考えられますので、ここが

うまく回るような形で議論をしたりとか、なるべく

こちらとしても市役所にいる時間は、そんなずっと

いるわけではもちろんないですけれども、いるとき

には小まめに行政各部の執行状況とか進捗状況とか、

その辺のロードマップというか、進捗を確認しつつ、

議論しつつ、また新たなことをやりつつ、執行状況
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を確認していくということは、しっかりと議論を重

ねて、職員の皆さんとか関係者の皆さんと議論は重

ねていくべきだし、そうありたいというふうに思っ

ております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） それで、私がちょっと表現さ

せていただくと、市長がトップであって、経営者で

あって、そこに要するに本社として副市長、総務部

長があって、全体の切り盛りを管轄してるというこ

とで、各担当部は一つの子会社というか、その部門

の経営しておるもんですから、子会社みたいなもの

ですね。こういう部長以上の集合体というのは、辛

うじて今、朝会のような打ち合わせ程度の、時々は

市長が号令をかけることもあると思いますけども、

本来ここをもう少し拡充していかないと、各部門が

どのように今動いているんだ、あるいはこういうふ

うにするからここの部門もうちょっと頑張ってこう

やってやったらどうだというような、こういう会議

というのは予想されますか、どうですか。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今おっしゃったとおり、週明けの月曜の朝とかの

朝の部長が集まる会議だとか、さまざまな情報共有

だとか、そこは当然やるんだろうと思ってますけれ

ども、それに加えて今行政戦略会議の形で三役が入

ったりだとか、当然スケジュールとか進捗状況を確

認しつつ、いわゆるスケジュール感ですね、いつま

でに何をするかというところは、節目節目で確認し

ていかなければいけないと思っていますし、そこは

ちょっと具体的に今ある会議をどうこうするかとい

うところまで思いは至りませんけれども、節目節目

で、そこは当然各部門ごとの進捗というものは確認

し、またいつまでに何をする。例えば年度内だとか、

来年度だとか、もっと細かく言うと、今月、今週と

いったものも含めて、節目で確認することは行って

いきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） この質問の中で、最後の一点

だけちょっとお聞きしたいんですけども、市長がい

ろいろな施策をやはり市長なりに今出しているもの、

たくさんありますね、特別に市長の思いで出してる

施策が。この施策がどう、各部門の展開に、本当に

移ってるかどうかという確認というか。過去には市

長が、とにかく１週間に１回報告をさせるんだけど

も、特に道路行政をやってるときにはなかなか用地

買収が難しくて、思うようにならなかった。進捗状

況遅いと思って特別に呼んで、状況どうだという、

こういう把握を何回かやってて、各部門がそれこそ

汗をたらしながらやってた時代もあったもんですか

ら、部長さんはやはり各部門のセクションのトップ

でございますので、経営者でありますので、そこら

辺を、市長、何とかそこを進めるようなお考えがも

しありましたら、今後に対して、お願いしたいと思

います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 議員も繰り返しおっしゃるとおり、白井当時の市

長の時代は、やはりいつまでにどうなった、どこま

でやるというのを、非常にそこは熱くというか、個

別の、特に道路だったと聞いてますけれども、そこ

をチェックされていたということはお伺いをしてお

ります。 

 もちろん、全てを事細かくというのは、なかなか

現実的にもそうですし、そこまではとは思ってます

けれども、やはりスケジュール感をもってというか、

すべきこと、すると決めたこと、予算もそうですけ

れども、政策としてこれをすると。定住促進なり、

職住近接のために、これをするんだ、あれをするん

だという決めたことに対しては、定期的に確認して、

当然ながらそこでおくれがある。どうしたら、その

理由は何で、どこまでにリカバリーするんだとか、

スケジュールを組みかえるだとか、逆に進捗してい

るものはもっと前倒しで行うだとか、その辺のチェ

ックは、ちょっと今どれぐらいのスパンがいいのか

は決めかねますけれども、定期的なそういった部長

含め各部局との進捗のチェックだとか意見交換はし

っかり行っていきたいと考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 今ここで全てのことを聞くと

いうのはなかなか難しいし、思いはしっかり伝わっ
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たと思います。 

 ですから、第４番目のいよいよ本題になりますが、

２期目の出馬の意向をぜひお聞きしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 ストレートにお聞きいただきましたので、結論か

ら申し上げますと、今この時点で具体的に申し上げ

ることはありませんというのがお答えになろうかと、

ならざるを得ないというふうに思いますけれども。

ただ、今までるる申し上げたとおり、やはり３年な

ら３年で、できたこともあります。方向性を出せた

こともあります。時間がかかると思ったというか、

時間がかけざるを得ないというふうな制度も含めて、

予算や制度も含めて、時間をかけてということもあ

りますので、ここは正直、１期４年というのは制度

ですので、変えようがありませんけれども、日々の

市政運営というか、行政的には、やはり１年でやる

こと、もしくは来年度やること、もしくはもっと長

いスパンで、５年、10年かかるような、それで結果

が出る。例えばさっきの道路もそうですけれども、

一つが全て単年度とか、４年でというような、なか

なか日々それを念頭に置きながらということはでき

ませんので、個別の政策ごとに、やはり湖西市がど

うなっていくかというのを考えながら、１年でやる

こと、５年でやること、そういったことを考えなが

ら進めていくのが、今の毎日の市政の運営方法です

し、今それ以上のことを求められても、正直、申し

上げようがございませんというのが率直な気持ちで

す。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 今の答弁をずっと聞いてまし

て、本音を言いますと、次期の意欲は十分にあると、

そんなふうに私は判断したわけでございますので、

またこれから前向きに、ぜひいい御返事が聞ければ

と思います。 

 それでは２番目の市長の施政方針についてという

ことでお聞きしたいと思います。 

 令和２年度の予算編成に向けての市長の施策方針

は、全力投球を信条とした、10年、20年を見据えた

住み続けたいまちづくりを目指され、令和２年度の

予算編成は、キーワードとして職住近接のもとに、

その思いの所信を述べられました。しかし、施策に

ついて、これから幾つかお聞きしたいとそんなふう

に思います。 

 主な施策についての経営戦略が重要であり、予算

遂行の手段としていろいろ質問させていただきます。 

 まず、質問の１番目です。子育て世代包括支援セ

ンターの機能を健康福祉センター内に設置したとの

ことだが、子育て支援の充実に向けて、どのように

展開していくのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 その前に、今の前の質問で、解釈はもちろん自由

ですけれども、どこだけをどう聞いたら今の解釈に

なるのかは自由ですけれども、今お答えできること

は、ここまでですので、そこは御理解をいただけれ

ばというふうに思っております。 

 それでは、大分質問の中身が変わってきましたけ

れども、今の子育て世代包括支援センターは、これ

もう議員も御案内のとおり、おぼとに設置を、機能

として設置をさせていただいて、やはり母子保健と

子育てという支援と、両方のこれは両面から後押し

というか、支援をしなければいけませんので、やは

りこれは利用者側ですね、子育てをする方々から見

て、切れ目がないような形で、一気通貫でできるよ

うにという目的でこういった形でセンター機能を設

置をさせていただいております。 

 やはりこれは子育てをする市民の皆さんにとって、

切れ目がなくて身近で相談しやすいと。また、来や

すいというような場であって、子育て世代の家庭に

寄り添った形が何よりも重要であるというふうに考

えております。 

 具体的に、展開というか、今でもそうですけれど

も、例えば母子手帳を交付するという、当然赤ちゃ

んができましたら、こういった手続が必要になろう

かと思いますので、こういった交付するときに、全

ての妊婦さんと面談を行っていただくということで、

やはり家庭情報を全て、全ての情報を把握できたら

ということで行っていただいております。また、そ

の後、プレパパ、パパも含めてプレパパとかプレマ
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マ教室の開催でありますとか、実際に赤ちゃんの訪

問ということもしていただいた、こういった母子保

健だとか、あとはよくイベントなんかを報道もいた

だいてますけれども、子育ての広場だとか、ファミ

サポ、ファミリーサポート事業ですね、こういった

やはり生まれる前、生まれた後、両方の支援を切れ

目なく行うということが、いろいろな相談を、子育

てに関して御不安なこともおありでしょうから、こ

ういったことを切れ目なく行っていくことが展開と

して重要だなと考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） それで、今従来ある子育て支

援センター、これとの整合性はどうかなとちょっと

疑問に思うんですけども、この点についてお聞きし

たいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） そこはハード面とソフト面の、

ちょっと名前が似通っているので、やや混同されが

ちなのかなという気はしますけれども、いわゆるの

びりんと言われるような新居の子育て支援センター

は、あそこで、いわゆる建物があって、そこでさま

ざまなイベントも行うというものであって、これは

子育て世代の包括支援ですので、機能はおぼとの中

にありますけれども、今言った新居の子育て支援セ

ンター、のびりんも含めて、生まれる前、生まれた

後、さまざまなこれはハードもソフトも両方ですけ

れども、を行うのがこの機能的な包括支援センター

だというふうに考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） やはりこの事業の一元化とい

うのは非常に重要なテーマというか、課題でありま

して、湖西市の中によく似た窓口が２つあって、ど

っちがどうだというようなことも、過去からいろい

ろ、簡単に言うと、うまく整合性がとれなかったり、

あるいは市民がやはり本当にそこどうなんだという

ようなこともございましたので、やはりそこら辺は

しっかり総括する部門が中心になってやらないと、

うまく機能しないもんですから、この総括はやはり、

今市長が思いとして子育て世代包括支援センターが

もとになるということで、よろしいですか。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） おっしゃるとおりだと思って

おります。実際の事業はさまざま、これはおぼとで

あったり、のびりんであったり、さまざまなところ

で行われると思いますけれども、その施策に関して

のやはり健康福祉部の中に設けたところで、企画だ

とかそういったものは行っていただく必要があると

思ってますので、やはり名称上、これは子育て世代

包括支援センター云々にかかわらず、ほかでもあり

ますので、極力誤解を避けられるような、誤解を与

えられないような名称も考えていかなければいけな

いのかなというのは思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 私ども、今、特別委員会でい

ろいろ勉強させていただいておりますけども、この

特別委員会でも子供に関しましてはこれから提言を

させていただき、今後の湖西市の繁栄に向けて邁進

していきたいとそんなふうに思っております。 

 それでは２番目の質問に移ります。 

 地域包括ケアシステムの構築に向けて、第２層協

議体会議の開催をし、来年度の方針あるいは展開に

ついてお聞きしたいと、そんなふうに思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 施政方針でしたか、少し申し上げましたけれども、

やはり地域包括ケアシステム自体、これから高齢化

がどんどん進んでいくという中で、やはり住みなれ

た地域で、極力過ごしていただくということはます

ます重要になってきますので、やはりこれは地域ご

との課題をしっかり捉まえて、それを受けて、解決

に向けた取り組み、どういった方がどういうことで

お困りで、誰が相談を受けて、どういったアドバイ

スなり、実際の、介護も含めてですけれども、事業

を行うのかということが重要になってこようかと思

っていますので、やはりこれは地域住民の皆さんが

主体となって、地元、各地区において、協力という

か、助け合いというか、そういう場が、ネットワー

クが構築されていくことが大事かなと思っています。 

 なので、今議員からもあった、特に第２層ですね。

各校区ごとに今設けて進めていただいておりますの
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で、これも来年度ということですので、特に令和２

年度について申し上げると、やはり基本理念があり

ますけれども、高齢者プランにあるような健やかで

幸せだということが実感できるような地域の支え合

いをつくっていかなければならないと思っています。 

 ことし、ことしというか、この令和元年度に、質

問にもあったかと記憶してますけれども、県のモデ

ル事業で、表鷲津だとか上の原地区で、サロンの送

迎だとか買い物支援といったことも地域の方々主体

で行っていただいてますので、こういった取り組み

の継続だとか、その他の地区でもこういったものを

広げていくだとか、そういった地域ごとの特色を生

かしながら、よい取り組み、好事例というものを市

内全域に展開できるような、それが地域包括ケアシ

ステムの中でできていくといいなと考えております

ので、そこの支援もしっかりと、今の第２層、社会

福祉協議会にまた継続ということになりましたけれ

ども、社会福祉協議会と当然ながら市の行政とが同

じ方を向いて、連携しながらやっていかなければな

らないと考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） やっと日本のこうした、言え

ば福祉の関係ですね、やっと地べたについてきたか

なと。私、実は二十二、三年前に、ヨーロッパの視

察に行かせていただきました。そのときにオランダ

では、既にまちの中に福祉施設がいっぱいあって、

保育園もあり、あるいはそうした老人の施設もあり、

それが町なかにいっぱいあったんですね。そこの運

営というは、おのおのその地域が運営していて、こ

れはやはり日本もいよいよ揺りかごから墓場までだ

なと思ったんですけども、もうそれから今はちょう

ど二十何年になるんですけど、やっとその領域にか

かってきたなというのが今の日本の現実です。 

 しかしながら、先ほどの魅力のあるまちづくりと

いうのは、やはりこうした面にも特化しながら、今

後図っていけば、よそにないような湖西市づくりも

できるかなとそんなふうに思いますので、私、この

点については非常に期待してるんですけども、この

第２層の協議体なんですけども、これちょっとまだ

地域では非常に理解が薄くて、ばたばたしてます。

そうかといって行政側が主導をとっているかという

と、そこも非常に疑問があります。ですから、これ

はどこでしっかりもとを握って、この湖西市全体に

反映していくかということをもう一度構築し直さな

いと、私、大事なこと、社会福祉でございますので、

やはり社会福祉のほうの部門でありますセンターが

中心になって、そこでやはり社会福祉協議会が中心

になって行っていくべきだなと思いますけども、今

後の体制づくりとしてどのようにお考えか、お聞き

したいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 まさに二十何年前か、ヨーロッパとか、これはも

う大分前から、これは日本と税制度も違いますし、

なかなかそこを追い求めてもという制度の違いはい

かんともしがたいですけれども、やはり現実的にこ

れだけ高齢化が進むということもあって、非常にそ

こは似た体制というか、日本式かつ地域に合った体

制は構築しなければならないし、今やっと緒につい

たというのは、議員がおっしゃるとおりだと思って

おりますので、その中でやはり今おっしゃるとおり、

地域包括ケアシステムをつくっていく中でも、各地

域ごとというか、地域の中で浸透が進んでいないと

いうのは、なかなか難しいことではあるんですけれ

ども、今の当然第２層に関しては、社会福祉協議会

さんに継続でというのを、公募した上で継続という

ことになりましたので、しっかりとそこは今までこ

の数年で培ったノウハウも含めて継続して生かして

いただくということと、さっき申し上げたような、

やはり実感が地域の方々わくのは、どの地域だった

り、ほかの地域でこういういいことやってるよとい

うことで、地域の中で役立ったものがこういうもの

があったという事例が、一番わかりやすく浸透しや

すいかなと思っていますので、そういった連携だと

か紹介だとか、そういったものは当然社会福祉協議

会だけではなくて、市の行政としても提供できるも

のはしたりだとか、その辺は一緒になって地域の皆

さんと地域をよくしていくというか、地域包括ケア

がうまく回るような御紹介だとか、その辺は継続し

て行っていきたいと考えております。以上です。 
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○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 本当にこれはちょっと試練が

あると思います。しかしながら、市民のために行政

があり、行政をしっかり運営することによって、市

民がまちづくりに参加していただくと。このシステ

ムがぐるぐる回るような一番の見本になるかなと思

いますので、これをしっかり今後、来年度に向けて、

ぜひ構築をしていっていただければと、そんなふう

に思います。これは本当にこの湖西市の行政運営の

要であると、そんなふうに信じておりますので、ぜ

ひお願いしたいと思います。 

 では、３番目の質問に移りたいと思います。今の

市長の所信を総括的にちょっと質問させていただき

ますので、最後の質問は。 

 財政状況を懸念する中ではございますが、合併算

定替の激変緩和期間の終了と、消費税率引き上げに

伴う法人税割が従前より引き下げられ、厳しい財政

運営を予想されることだと思いますが、対策はどの

ようにお考えか、お聞きしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 まずは財政状況というか、これもう何度もこうい

う場であったり、さまざまな場で申し上げていると

おり、非常に厳しいというか、本当に数年前に比べ

ても、平成26年度とか五、六年前に比べても、35億

円ですか、非常に200億円の一般会計中15％ぐらい

の財源が削りとられたり、自然増で圧迫されてると

いうのは、いかんともしがたい事実ですので、こう

いってはなんですけど、昔は実際に余裕があったの

かもしれませんけれども、今は本当に厳しくて、数

年間を見ても余裕がないというか、全く、僕がさっ

きの３年を振り返っても、非常に、年々、自然に厳

しくなっていると、財政状況は。いかんともしがた

いし、これに対して打ち出の小づちというものはな

いなというのは実際思っております。何かどこかか

らお金が来れば別ですけれども、今の国の財政状況

とか、県の財政状況、市はもちろんですけれども、

そこを見てもそんな打ち出の小づちは期待はできな

いというのが実感をしております。 

 しかしながら、やはりここはそうはいっても、こ

の現実を直視した上で何ができるかということを考

えなければならないのであって、例えば今回始めた

ような住もっかこさいで、移住・定住促進した場合

には、結果的に最初に最大100万円の奨励金という

ことですけれども、100万円出したとしても、住民

税とか固定資産税で住宅を建設・建築、もしくは持

ち家を持つことで、数十年、20年とか、平均すれば

20年、30年にわたって、こういった安定財源が入っ

てきますので、こういった政策で税収を見込んで、

それをさまざまな今おっしゃったような道路である

とか、福祉であるとか、子育て支援であるとかの行

政サービスにより回していくような好循環をつくっ

ていかなければいけないと思っていますので、ここ

はしっかりと現実を直視した上で、その中で予算編

成というのは年々厳しくなってるのは現実ですけれ

ども、そこを改善するための今言ったような定住促

進の努力というものは続けていかなければならない

と思ってますし、ここ数年でもやっと、新婚さんの

今の移住だとか、こういうのが実際に予想以上の形

で、今移住が増えていますので、これを行って、や

はりこれだけの方が、人口減少は将来的には避けら

れないにしても、減少の速度が緩まったというか、

より減少しないような体制になっていますというこ

とで、安定財源を確保するということが必要かなと

思っています。 

 また、財政状況が国も厳しいと言いましたけれど

も、個別の事業で、例えば浜名湖西岸の土地区画整

理ですとか、それに伴う大倉戸茶屋松線だとか、さ

まざまなところで非常にここは国との関係で、補助

率も、ありがたいことに市議の皆さんもたくさん一

緒に国交省だとか財務省に一緒に行っていただいて

ますので、非常にそこは内示率だけを見ても、非常

に配慮いただいていますので、そういったところは

しっかりと、補助をいただけるところはいただいた

上で、湖西市の行政というか、政策が回っていくよ

うな措置は引き続き、これは市内外、合わせて行っ

ていかなければならないと考えています。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 今、市長がお話になったとお

り、我々が不交付団体であるが限り、国のお金がい
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ただけない。そのためにはやはり我々市議団も陳情

に陳情を重ねて、どちらかと言えば全国的にもこの

国庫補助、よく受けられたなという評価は、自前で

はありますが、しております。 

 不交付団体というのはそういう国庫補助、県費補

助をいただく施策もやはり苦肉の策ではあるんでは

ないかなと思います。 

 国家官僚だったものですから、特に財政官僚だっ

たものですから、ひとつここお聞きしたいんですけ

ども、私どもは過去から不交付団体という自慢をし

てきました。しかしながら、これ非常に間違いだっ

たなというのは今になってよく思っておるわけでご

ざいます。せっかく湖西市が稼いだお金の税金を、

国が全て持っていって返ってこない、還付がないと、

こういうことではないかなと思いますけど、この不

交付団体について、市長はどんなふうにお考えです

か。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 国の制度ですので、これは非常に、湖西市もそう

ですし、極めて少数ではありますけれども、不交付

団体という制度の重みは感じてます。よく、静岡県

の市長会なんかでは、湖西市とかあと御殿場市なん

かと一緒に、不幸な不交付団体ということは常に言

って、ただ、大多数の交付団体の声にかき消されて

はしまうんですけれども、しかしながらやはり不交

付団体はなぜかというと、結局税収が多いばかりに、

頑張ってここに企業誘致したり、さまざまなものを

誘致したのにもかかわらず、その分の取り分が勝手

に国の法人、主には法人税ですので、主に法人税制

度によって召し上げられてしまうと。もう12.3％か

らついに６％になりましたから、半分の税率が何も

しなくても湖西市からそれ以外の、いわゆる財政の、

収入の少ない自治体に持っていかれてしまうという

のは、頑張ったところに対して何のインセンティブ

もないじゃないかということは、繰り返し、これほ

とんど国というか総務省ですけれども、申し上げて

いて、ここは正直、東京都は特別で、ほとんど東京

都のためにそれをやるなら幾らでもどうぞと、東京

都から幾らでも取ってくださいというのはみんな言

ってますけれども、東京以外のこういった地方自治

体ですね、湖西市もそうですし、田原市なんかもそ

うだと思いますけれども、こういった地方の一基礎

自治体が、頑張ってさまざまな、今の浜名湖西岸土

地区画整理もそうですが、企業誘致だとか、さまざ

ま頑張ったものに対して召し上げるのはやめてくれ

というのは、継続して国に働きかけていかないとい

けないと考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 二橋益良君。 

○18番（二橋益良） 市長が盛んに言っております

ように、湖西市で稼ぐお金が、湖西市全体で稼ぐお

金が5,000億円以上だということで、その大体６割

ぐらいがどうも外へ出て行ってしまう。結局、湖西

市在住していただけないというのが一つのそこの弱

点かなとは思いますが、そうした状況をやはりしっ

かり見詰めるということが大事なことではないかな

と思います。 

 これからぜひ来年度に向けて、最後になりますが、

市長にお願いをさせていただくのは、常に現状把握

をして、各部門が、そして、その抽出した課題をし

っかり打開する展開をして、それで常にアクション

を起こしていくという、このサイクルをやはり大事

にしていっていただきたいなと。やはりＰＤＣＡの

サイクルを回すことを念頭に置いて行政運営にかか

らないと、今現実、自分たちがやってることが、ひ

ょっとしたら市民からしたら大したことでないかも

わかりません。あるいは一生懸命こちら考えて市民

に対してこういういろいろなサービスしてますよと

いっても、それは自己満足に終わってる経過もござ

います。ですから、今までの施策の中で評価という

のは非常に大事なことだと思いますし、その評価を

するためには、現状自分たちがやってることがどう

だという、まず足元を見ないと、次の課題が見つか

ってこないんではないかなと思いますので、これを

ぜひ大事にしていただいて、これからの令和２年度

の財政運営に、ひとつ運営にかけていただきたいと

そんなふうに思います。以上で質問を終わりたいと

思います。ありがとうございました。 

○議長（加藤弘己） 円滑かつ明瞭な進行に御協力

いただきまして、ありがとうございます。以上で、
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18番 二橋益良君の一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 次に７番 土屋和幸君の発言

を許します。７番 土屋和幸君。 

  〔７番 土屋和幸登壇〕 

○７番（土屋和幸） ７番 土屋和幸です。よろし

くお願いいたします。先ほど先輩議員がいろいろ質

問とかそういったことで、ちょっと重複する点があ

ろうかと思いますが、よろしくお願いをいたします。 

 まず、南上の原における高齢者移動支援事業につ

いて、お伺いをいたします。 

 南上の原移動支援事業は、外出のための支援を行

うことにより、高齢者の閉じこもりを予防して、生

活や自立した社会参加を促していくことを目的とし

て、本年度５月からの県のモデル事業に選定され、

実施を予定しているところです。このモデル事業が

成功すれば、全市的な取り組みになっていくであろ

うかと思いますことから、大いに期待する一人であ

ります。こうした中で、新しい事業を立ち上げる際

には、さまざまな課題が想定されることから、お伺

いをいたします。 

 交通弱者の救済をどうしていくかが課題になって

いるのは、昨日、今日の問題ではございませんが、

市ではいろいろなアイデア・対策を講じていますが、

市民に対する周知が足りていないように感じること

から、期待を込めて質問をさせていただきます。 

 これについては、地域のほうでもうまく運営でき

るかどうかという不安の声もあり、そういったこと

からお伺いするものであります。５月に施行される

ということですが、もう３月もこの議会が終われば

４月ということで、時間も余りございませんが、質

問をさせていただきます。 

 １番目。県のモデル事業として、県内３市が選定

されましたが、南上の原地区が選定された経緯をお

伺いします。また、移動支援の内容は具体的にはど

のようなものですか。お伺いをいたします。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。登壇してお願

いいたします。 

  〔健康福祉部長 竹上 弘登壇〕 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 南上の原地区は、市街地であり、比較的交通の便

は悪くないが、住民ボランティアによる移動サービ

スなどの活動が積極的に行われている地域であるこ

とが高く評価され、県のほうで選定されたと聞いて

おります。 

 移動支援の内容につきましては、県から派遣され

たアドバイザーを交え、自主組織の立ち上げに必要

な代表者の選出や利用者の範囲等について話し合い

の場を設けております。その後、サロンへの移動に

困っている人を送迎するための解決策を整理し、自

宅からサロン会場へ送迎を行う実証実験を３回行っ

ております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 今、南上の原なんかは交通の

便が大変いいところなんですけども、これは本来は

交通の便の悪いところが高齢者が利用したいという

のが本当の狙いだと思うんですけども、もしやるの

ならば、そういう協力者があろうという南上の原と、

もしくは交通の便の悪い地区のところで２カ所でや

るという考え方はなかったわけですか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） 今回、県のモデル事

業として打診があった際に、当然交通の便が悪いと

ころというのもあったんですが、県のほうで実施の

内容については、やはりこの比較的交通の便は悪く

ないけれども移動サービス、ちょっと困っているよ

うな地域ということでしたので、ちょうどこの南上

の原地区がそれに当たるということで、手を挙げさ

せてもらって選定していただいたということになり

ます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 南上の原を選定していただい

たのは、いわゆる体制からいろいろな意味では確か

に適性かなと思うんですけども、私、こういったも

のをやるときに、自治会とかいろいろな役員の人た

ちがお手伝いすることがあろうかと思うんですけど

も、そういったときに自治会とか民生委員とか、そ

ういった方もこの対象になってる、協力者の中でで

すね、自治会の役員とか民生委員という立場でこれ

は協力者になってるかどうかだけ教えてください。 
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○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） 今回のモデル地区の

南上の原地区につきましては、協力者としては民生

委員の方が協力していただいてるということは伺っ

ております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ごめんなさいね。民生委員の

方が、部長が仲間になってるよという話だったんで

すけども、私、以前担当者と話ししたときには、た

またま民生委員をやってる人が関わってるよという、

そういう説明だったんですけど、今の部長の話は、

民生委員として仲間になって協力してもらってると

いうことなんだけども、これは私にしてみればどち

らでもいいかもしれないけども、実際には民生委員

をやると、そういうことも協力しなければならない

ということになって、これからそういう制度が続い

ていったときに、民生委員はイコール運転手もやる

んだなというふうな、そういう考え方でよろしいで

すか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） 本来は地域の中で自

主的に、特に重要なのが運転をしていただける方を

募っていただいて、やるのが本来だと思うんですけ

ど、南上の原地区におきましては、たまたまその民

生委員の方がかなりやる気があるということで、今

回の事業のほうに協力していただいているというふ

うには感謝をしておりますので、必ずしも民生委員

の方がやらなければいけないということではないと

思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） わかりました。今現在の時点

では、非常に民生委員の方が協力的なので、協力し

ていただくということで進めてるということなんで

すけども、先の話をするとなんでありますけれども、

民生委員になったからといって、やる必要はないと

いうふうに理解させてもらってよろしいですね。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えさせていただ

きます。 

 そこまでの、私のほうでも言い切れませんが、民

生委員の業務としては、そちらのほうを必ずしもす

るということではございませんので、その辺は御理

解いただきたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） わかりました。では、自治会

の人、私も自治会の方とか民生委員の人ともよく話

をするんですけども、それで、今冒頭に申し上げた

ように、私らは民生委員として手伝ってるわけでは

ない。職員の方ですよ。民生委員の方として協力者

として来ていただいてるわけではないという、そう

いうふうな、いわゆる部長や課長や担当者の方とい

うのは、お互いに意識の違いがあるので、またそれ

は統一した回答をしていただくほうがよいかなと思

いますので、また話をしていただきたいと思います。 

 それでは、２番目行きます。 

 事業展開するということは、当然、事務局なりが

必要になると思うんですけども、事務局は、これ担

当課が長寿介護課なんですけども、長寿介護課なの

か、社会福祉協議会なのかということと、また人員

配置はどうですか。それでもしお聞きすると、それ

は社会福祉協議会ですよという、ここにいない人の

ほうに振るということは、もう承諾がいってるとい

う前提でお答えをいただきたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 移動サービスを受けようとする住民からの受付や、

運転手や付き添いボランティアなどの手配など、事

業を実施するには、議員おっしゃるとおり、事務局

機能というのは非常に大事で必要になってくるかと

思います。 

 現在、南上の原地区につきましてはボランティア

が、民生委員さんが中心になっていらっしゃいます

けど、関係者が集まっていただいて、人員配置を含

めた自主組織の立ち上げの準備をしているところで

あるかと思いますが、この事務局につきましては、

南上の原地区の自主事業ということから、市として

は地区で担っていってもらいたいというふうには考

えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） それは地元のほうも了解して



１２５ 

るわけですね。もう５月の話ですので、お願いしま

す。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） モデル事業としては、

もう３月ですので、終わっております。実際にやっ

たモデル事業については、いろいろと地元のほうで

も検証した結果、そのまま継続していっていただけ

るのではないかと思っておりますので、済みません、

その事務局を南上の原でやりますよというところま

では、私のほうで確認はできておりませんが、やっ

ていただけるものとは思っております。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） あと１カ月ちょっとの中で、

どこが事務局やるかもわからなくて、いわゆる市の

ほうでは地元でやっていただけるという理解をされ

ておるようですが、私が話をした中で、誰一人とし

て、自治会も民生委員も協力者の人も、事務局をや

りますよ、私がやりますよという人は一人もいなか

ったのですけども、そういうふうな理解に至ったの

はどう、地元がやるというふうに部長は決めてるみ

たいだけども、どこからそういう話になるんですか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） 決して私は決めてる

わけではないですが、本来、事務局としては長寿介

護課のほうでこういった事務局やらせてもらってま

すけど、あくまで市としては裏方というか、支援の

ほうは当然させていただきたいと思います。しかし

ながら、これから移動支援のほうがどんどん増えて

いく中で、とても事務局を市のほうでやるというの

は当然不可能なことでございますので、先ほど申し

たとおり、南上の原地区の自主事業であることから、

できれば地区の中で担ってもらいたいということな

ものですから、それが一番これから課題になってく

る、この事業をするに当たっては課題になってくる

かと思いますので、その辺は市のほうでも何とか支

援のほう、考えていきたいとは思っております。以

上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） それで、事務局がいずれがや

るにしても、事務局になるとどういった問題がある

というふうに想定されますか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） 先ほども申しました

ように、移動サービスを受けようとする住民からの

電話になるかというのはいろいろあるかと思います

けど、そういう受付とか、やはり運転手とか、それ

に対して運転手の手配とか、そういった事務的なも

のがかなり起きてくるかと思いますので、それらに

対応することが必要ではないかと、それに対応でき

るかどうかというのはまた問題になってくるかと思

いますけど、以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 今部長のほうから受付とか運

転手の手配とか、そういったことを地元のどこでや

るかという問題もありますね。いわゆるその責任者

のお宅がその事務局になったら、そこにはずっと人

間が張りついていないといけないわけですが、それ

とか、また料金の問題もあるし、苦情なんかがある

かもしれない。そういった苦情もその事務局になっ

た人が受け付けなければいけないし、運転手は手配

したけど、３時に来てくれと言ったけども、ちょっ

と遅れてしまうということもある。そういったとき

にどうするかというのも事務局の人がやらなければ

いけない。それとか、本当にいいお客さんだったら

チップくれるかもしれない。そのチップは黙っても

らうだか、返すのかというのがあって、それで何で

チップかというと、ハワイなんかに行くと、白タク

なんかで登録制の白タクがあるんだけど、チップを

くれるお客さんはいいお客さんだし、それとかもの

をしゃべらないというのがいいとか、しゃべってく

れるほうがいいとか、それは利用されるお客さんに

よって、余りしゃべりたくない人もいれば、いやせ

っかくだからおしゃべりしようという方もあるんで、

そういったもののもろもろを受けて事務局だという

ことなんですけども、そこらはそういう事務局をや

ってくれる方とか、とりあえず場所でもそうですけ

ど、そこらも、あと何と言っても１カ月ちょっとし

かないんだけど、そこらもクリアできるというふう

にお考えしますか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 
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○健康福祉部長（竹上 弘） その点につきまして

も、モデル事業ということで実証実験等やってます

ので、当然、南上の原の地区の方につきましてはい

ろいろな問題点も重々把握してるかと思います。 

 県におきましても、ほかの地区、南上の原とは違

うタイプの実証実験等もやってますので、そういっ

たものも３月にはその報告書等出てくるかと思いま

すので、そういったものを参考にしながら、少しで

もそういった課題は解決して、実施ができるような

形で進んでいきたいと思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） そういったいろいろな問題は、

これからというか、日がないのでなんですけども、

解決していっていただけるということで、だったら、

事務局をどなたがやるかということは、早急にお考

えいただいたほうがいいかと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 それから、湖西市全体がそういうことで５年後か

10年後かわかりませんけども、湖西市全体でこうい

った制度が広がると、本当の事務局は半端ではあり

ませんので、またよろしくお願いいたします。 

○議長（加藤弘己） 土屋議員、質問の途中ですが、

ここで休憩をとりたいと思います。土屋議員、よろ

しいですか。 

○７番（土屋和幸） はい、結構です。 

○議長（加藤弘己） それでは暫時休憩といたしま

す。再開を15時25分とさせていただきます。 

午後３時13分 休憩 

───────────────── 

午後３時26分 再開 

○議長（加藤弘己） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 それでは、土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 済みません。次は３番からで

いいですか。 

○議長（加藤弘己） ２番はいいですね。 

○７番（土屋和幸） はい、結構です。 

 ３番で、移動支援の協力者はどういった人たちを

想定していますか。また、既に協力を申し出ている

人はいるかどうかを教えてください。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 移動支援の協力者は、住民ボランティアを想定し

ており、現在、地区内の５名のボランティアに協力

いただいております。 

 また、この５名の皆様につきましては、安全・安

心に移動支援ができるように、令和元年10月に市が

開催した運転ボランティア養成講座を受講されてお

ります。 

 今後、今回の養成講座を修了された19名、この５

名の方も含みますけど、19名の中には地区外で協力

いただけそうな方のお声もあり、期待をしていると

ころであります。引き続き、令和２年度においても

こういった養成講座を開催し、協力者を増やしてい

きたいと考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） わかりました。それでは４番

へお願いします。 

 料金体系ですけども、移動範囲が市内なのか、南

上の原の地区内を想定しているか、どのようにされ

るか。また、コーちゃんバスとかタクシー会社との

調整はされているかをお伺いします。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） まず、移動範囲です

が、今現在のところは南上の原地区の御自宅からサ

ロンを行っている会場までの往復ということで考え

ております。 

 料金体系につきましては、家事や身辺援助サービ

スの一環として輸送サービスを提供し、運送の対価

を求めないケースであることから、ガソリン代など

の実費を収受することや、家事や身辺援助サービス

の対価を収受することを考えております。 

 今後、買い物等の生活支援サービスを拡大してい

く場合には、市内全域の移動を今後考えております。 

 また、関係機関との調整につきましては、地域内

の限定したサービスになることから、バス・タクシ

ーの交通業者と情報共有し、調整しているところで

ございます。今後進んでいくであろう公共交通サー

ビスの利用については可能であると考えております。

以上です。 
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○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） わかりました。 

 一つだけ、他市、ほかの県内の他市でやってると

思うんですけども、例えば浜名病院が近いですから、

浜名病院へ診療のために行って、向こうで診察して

る間待ってるときの料金というのは、待っている場

合もあるし、待ってない場合もあるやもしれません

が、ちょっとその辺だけ教えてください。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） そういったサービス

内容についてはこれからまた詰めていくようになる

かと思いますけど、例えばそういった待ち時間につ

きましては時間当たり幾らとか、そういった形の料

金設定もちょっと考えられるかなとは思っておりま

す。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 それではあと、いわゆる南上の原地区の皆さんへ

の周知はどのように行うかを教えてください。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） こちら５番目の質問

ということで。お答えいたします。 

 高齢者の移動支援サービスにつきましては、多く

の地区で困りごとの一つとして認識されている地域

課題であります。今回の南上の原の移動支援事業の

取り組みにつきましては、県発行の事例集への掲載

や、広報、ウエブサイト等での紹介、自治会やいき

いきクラブ等の関係者が参加している第２層協議体

会議を活用しながら、情報発信に努めてまいりたい

と考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございました。 

 それでは最後に一つだけ、いわゆる自治会の協力

を得てとかそういう話も、これは健康福祉部長の関

係とは限らないんですけども、いわゆるこれは自治

会にも協力をお願いしたいということがあるかと思

うんですけども、自治会からお願いに来たときには、

そんなの知らないよみたいな言い方して、それでお

願いするときだけはお願いしますよっていうような

ことが、市役所の中で、特に若い職員には結構あっ

て、いわゆる先ほど市長がみんなに伝えるとか言う

けども、若い人たちの中にはそういう意識が全くな

い職員もいて、私自身でもいろいろなことがあった

りするんだけど、自治会にお願いすればいいやって、

それで自治会費減らされてもねといったら、自治会

の会員を増やせばいいですよと言われたことがある

けど、そんな増やすなんて、それじゃあんたやって

ねって見せてくれればいいよというのがあるんで、

いわゆる市長や部長みたいな人たちはそういうこと

言わないけども、そういった思いが、いわゆる職員

に伝わるようにしないと、これをやってくれって、

それは自治会の仕事ですよ、これは私らではありま

せんよといってた口がそういうことを言わせるんだ

から、それではお互いにやり合うというか、本当に

怒り心頭という、そういうことがやはり市政に不信

感を持つということがあるので、そういった庁内会

議とか、それは課長が課の中で話しするときに、も

う少し気配りのできる対応をしていただけるように

お願いして、御返事は結構ですので、よろしくお願

いします。ではどうもありがとうございました。 

○議長（加藤弘己） 以上で、７番 土屋和幸君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 次に２番 加藤治司君の発言

を許します。２番 加藤治司君。 

 〔２番 加藤治司登壇〕 

○２番（加藤治司） ２番 加藤治司です。よろし

くお願いします。時間も大分押してきましたので、

手短にやりますので御協力をお願いします。 

 主題としましては、ドナーに対する支援の充実に

ついてということです。 

 まず、皆さん御存じだと思いますけども、ドナー

という意味の言葉の説明をします。白血病を初めと

する血液疾患の治療のため、造血細胞、つまり骨髄

のことですけども、その移植を必要とする患者さん

がいますが、日本骨髄バンクに登録されている骨髄

提供可能者がドナーです。対象年齢は20歳から55歳

なものですから、ここにいる方は余り対象には入ら

ないと思います。 

 質問の趣旨ですけども、まず質問しようとする背



１２８ 

景や経緯ですが、先日、湖西市民の方から、ドナー

登録していた、またその知り合いの方が、ドナー候

補者に選ばれたため、助成制度について市へ相談に

行ったところ、湖西市では制度がまだ導入されてい

ないということだったという話を聞きました。その

後、私もいろいろ情報を調べましたところ、国内で

白血病など治療のため、骨髄移植を希望する患者さ

んはたくさんおり、一人でも多くの患者さんを救う

ためには、ドナー候補者に選ばれた方が休暇を取り、

大体１週間程度必要なんですけども、取りやすくす

るなどの社会環境を整えることが大変重要であるこ

との思いから、湖西市でも早くそれに取り入れるこ

とで、安全安心なまちづくりに向けた一つの施策と

して、ドナーに対する支援の充実について今回質問

する次第です。 

 骨髄移植とドナー登録の推進を図るために、多く

の方に情報提供や理解を求めることはもちろんです

けども、提供者になった方への支援について調べた

ところ、他市で行われているものはドナー登録され

た方が移植候補者に選ばれたとき、本人や家族、勤

務先を支援するため、一日当たり、ドナーに２万円、

勤務先に１万円、最大７日間を助成するというもの

がありました。 

 現在、ドナーの助成制度は22都道府県、620自治

体が二、三年前から導入しており、静岡県は残念な

がら未導入ですが、静岡市、清水町、富士市、富士

宮市が導入している状況です。県と市は、導入した

場合、折半の負担をしている状況です。 

 参考に、骨髄移植の状況、これは日本骨髄バンク

事務局のデータですけども、2019年12月の時点で、

移植希望患者数は1,995人、実際に移植された方は

1,243件と。日本のドナー登録者数は52万7,221人、

ドナーの登録者の移植率は0.24％となります。静岡

県のドナー登録者数は9,361人で、対象人口1,000人

当たり６名となります。それに基づいて湖西市の移

植候補ドナー数を予測してみました。人口大体６万

人ですから、静岡県の比率より算出しますと、大体

対象者が2.58万人になって、その中でドナー登録者

数の予測しますと、1,000人当たり６名ということ

で155人になります。移植候補ドナー数の予測です

けども、155人が0.24％、0.0024掛けますと、0.37

人、２年で１人ぐらいの率となります。 

 話はちょっとそれますけども、私も若いころ、会

社等に献血バスが来まして、年に二、三回、２回ぐ

らい、献血したことを思い出します。今後、少子高

齢化が進みますと、そういう血とか骨髄の必要な方

に提供する善意の方をふやさないと、なかなか手術

とかそういうものが困る状況に陥るんではないかと、

そういう状況を打開するのも一つの行政の役割では

ないかなというふうに思います。 

 質問の目的ですけども、ドナー登録者が移植候補

者に選ばれたとき、ドナーや家族、勤務先を行政が

支援して、移植に協力しやすい社会環境を整えると

いうことです。 

 質問の１番ですけども、まず、湖西市ではドナー

登録とか助成制度に関する問い合わせがこれまで、

年にめったにないですから、５年とか10年のスパン

でいうとどのぐらいありましたか。わかりましたら

教えてください。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

  〔健康福祉部長 竹上 弘登壇〕 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 助成制度に関する問い合わせの件につきましては、

申しわけございません、内容につきまして、特に記

録というか統計をとってるわけではございませんの

で、記憶をたどってになりますけど、今まで相談を

受けたというのは記憶にはありません。ただ、今回

の質問のきっかけになったかと思いますけど、今年

度、御家族がドナー登録をされたということで、助

成制度についての相談ということは１件あったのを

記憶しております。 

 ちなみに、先ほど加藤議員が予測で155人という

ことで、ドナー登録ですね、湖西市、おっしゃいま

したけど、私どものほうで日本赤十字社のほうへち

ょっと問い合わせたところ、平成31年３月末で、湖

西市の登録者数は143名ということを伺っておりま

すので、ほぼほぼいい数字だったかなと思っており

ます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 答弁ありがとうございました。
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155名の予測がデータをもとに計算した割合確率が

高く近づくなというのに今びっくりしました。 

 そういう記録はなくて、ことし私が話を聞いた方

の１件あったということで、了解しました。 

 先ほども善意の方をふやさないといけないという

ことを言いましたけども、そういうドナー登録につ

いて、定期的に血液の献血もそうですけども、市の

ほうで広報でお願いするとか、あとはそのときに候

補者に選ばれた後のこと、例えば１週間ぐらい入院

して協力しなければいけないよとか、そういう、本

人にとっては善意の行為そのものでありますので、

そういう人を増やしていくような施策を今後とって

いっていただきたいと思いますけども、いかがでし

ょうか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） これは質問２という

ことで。お答えいたします。 

 ドナーの登録の関係につきましては、現在、健康

増進課の窓口に骨髄バンク登録のパンフレット、こ

ういうものがあるんですが、こちらのほうを配架さ

せていただいております。 

 当然、市としましても骨髄バンク登録者、実際そ

のパイを増やさないとなかなかその適合率がこれだ

け少ない中で、増やしていかないことにはなかなか

適合者が見つからないということは重々承知してお

りますので、今後、市のウエブサイト等を使いまし

て、周知のほうはしていきたいと考えてます。以上

です。 

○議長（加藤弘己） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 今の回答は了解しました。 

 やはりこういう血液疾患にかかる可能性というの

は、本人もありますし、家族とか知人とか知り合い、

可能性が結構高いというふうに思いますので、やは

りそういう知っていただくとか協力していただくと

いうことをやはり多くの人に伝えていっていただき

たいと思います。 

 ３番目の質問ですけども、都道府県が制度を導入

している場合、自治体との負担割合は折半となりま

すので、静岡県はまだ導入していないんですけども、

静岡県に助成制度の導入を要望するということは、

もうやられてましたか。やられてなかったら今後予

定はありますか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 議員おっしゃった件ですが、恥ずかしながら私も

今回の話を聞いて、静岡県だけ導入してないという

のはちょっと知った次第でして、ほかの全国的な傾

向を見ても、やはり導入の都道府県というのは徐々

に増えてきているということも確認しておりますの

で、そういったことで静岡県内においてまだ導入し

てる市も少ないということもありますが、他市の状

況を見ながら県のほうへは要望をしていきたいと考

えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 静岡県が導入してない一つの

背景には、骨髄バンク推進連絡協議会というのが静

岡県にはないというふうに何かデータであったもの

ですから、それがあるところは結構導入が進んでい

るんですね。そういう協会からのプッシュもあると

思いますので。 

 そういうことで、ちょっと余り他の都道府県とか

市町村におくれをとるとよくない状況になると思い

ますので、フォローのほうよろしくお願いしたいと

思います。それが例えば静岡県が導入がおくれても、

湖西市で、やはり先ほど言いましたように確率的に

は２年に１人ということの確率で、莫大な費用がか

かるわけではありませんから、そういう制度がある

よということをひとつアピールも必要ではないかと

思います。 

 それが４番目の質問そのものなんですけども、そ

ういう湖西市が居住地に選ばれる活動を今やってる

わけなんですけども、そういうことも考えて、助成

の導入について、前向きに検討させていただくとい

うことはいかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、加藤議員おっしゃるとおり、居住地に選ばれ

る、要は職住近接とか定住促進に資することという

のは当然これに効果としてつながるものというのは、

積極的にやりたいと思っていますので、まずは今、
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先ほどの部長答弁があったとおり、周知したり啓発

したりということが重要だと考えておりますけれど

も、県に要望したりだとか、他市町、県、徐々に増

えてきてるというような実際のデータもあるようで

すので、これを見ながら検討を、県への要望とあわ

せて検討していきたいというふうに考えております。

以上です。 

○議長（加藤弘己） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） ありがとうございました。 

 検討というと、いつの間にか忘れてしまうことが

多いもんですから、そこら辺だけまたフォローさせ

ていただきますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。検討だけで終わらないようにひとつ。ではど

うもお疲れのところありがとうございました。以上

で終わります。 

○議長（加藤弘己） 以上で、２番 加藤治司君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 以上で、本日の日程は終了い

たしました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでご

ざいました。 

午後３時48分 散会 

───────────────── 

 

 


